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発行人　北島政樹

総
会
報
告

北
島　

政
樹
（
45
回
）

刀
林
会
理
事
長

国
際
医
療
福
祉
大
学

副
理
事
長　

名
誉
学
長

　

平
成
30
年
度
、
刀
林
会
総
会

は
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
於
い
て

6
月
23
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
出
席
会
員
数
は
昨
年

と
同
様
に
１
６
９
名
で
あ
り
ま

し
た
。
総
会
開
会
の
冒
頭
に
平

成
29
年
度
の
物
故
者
17
名
に
対

し
て
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
、
故
人

の
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
例
年
通
り
に
平

成
29
年
度
同
窓
会
及
び
外
科
学

教
室
の
年
間
報
告
を
私
と
北
川

教
室
主
任
か
ら
行
い
ま
し
た
。

現
在
の
会
員
数
は
１
１
９
６
名

で
あ
り
、
昨
年
と
比
較
し
て
21

名
の
増
員
が
あ
り
ま
し
た
。
刀

林
会
は
常
に
組
織
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
求
め
て
お
り
理
事
会

に
於
い
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
、

6
委
員
会
の
委
員
長
よ
り
刀
林

会
の
今
後
を
見
据
え
た
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
特
に
将
来
構
想

委
員
会
で
は
２
０
２
０
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
イ
ヤ
ー
の
年
に
外
科
学
教
室

開
講
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
記

念
事
業
に
関
す
る
具
体
的
な
報

告
、
ま
た
北
川
教
室
主
任
の
日

本
外
科
学
会
開
催
お
よ
び
刀
林

会
の
将
来
の
在
り
方
と
し
て
の

法
人
化
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
国
際
委
員
会
で
は

若
手
外
科
医
の
海
外
派
遣
、
お

よ
び
韓
国
の
延
世
大
学
と
の
交

流
の
推
進
な
ど
具
体
的
な
進
捗

状
況
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
学
会
支
援
募
金
と
し
て

本
年
度
は
第
32
回
日
本
内
視
鏡

外
科
学
会
（
東
海
大
学
小
澤
壮

治
君
60
回
）
お
よ
び
第
42
回
日

本
呼
吸
器
内
視
鏡
学
会
（
帝
京

大
学
川
村
雅
文
君
61
回
）
２
学

会
の
支
援
が
決
定
い
た
し
ま
し

た
。
例
年
実
施
し
て
い
る
刀
林

賞
選
考
委
員
会
に
於
け
る
選
考

課
程
と
選
考
結
果
が
報
告
さ

れ
、
総
会
に
於
い
て
刀
林
賞
：

狩
野
元
宏
君
（
86
回
）、
刀
林

奨
励
賞
：
大
島
剛
君
（
83
回
）、

鈴
木
佳
透
君
（
89
回
）
が
受
賞

さ
れ
、
表
彰
後
に
研
究
内
容
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

新
入
会
者
及
び
新
入
室
者
の
紹

介
が
あ
り
、
理
事
会
、
評
議
員

会
で
承
認
さ
れ
た
1
名
に
つ
い

て
推
薦
者
の
北
川
副
理
事
長
よ

り
紹
介
お
よ
び
、
自
己
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。
林
田
哲
専
修
医

担
当
主
任
よ
り
平
成
29
年
度
新

入
室
者
の
報
告
が
あ
り
、
心
臓

血
管
外
科
の
途
中
入
室
者
2

名
、
さ
ら
に
95
回
生
10
名
、
同

相
当
の
10
名
の
紹
介
が
あ
り
、

各
自
、
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
た
な
入
室
者
の
諸
君

に
は
今
後
の
刀
林
会
の
発
展
の

貢
献
が
期
待
さ
れ
、
大
き
な
拍

手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

恒
例
の
刀
林
会
講
演
会
が
松

本
、
北
川
副
理
事
長
の
司
会
で

開
催
さ
れ
、
今
回
は
趣
向
を
凝

ら
し
、
参
議
院
議
員
、
本
塾
医

学
部
・
法
科
大
学
院
教
授
の
古

川
俊
治
君（
66
回
）に
よ
る「
今

後
の
日
本
に
於
け
る
外
科
医
療

を
巡
る
政
策
動
向
の
展
望
」
お

よ
び
日
本
か
ら
外
科
医
が
い
な

く
な
る
事
を
憂
い
行
動
す
る
会

理
事
長
、
カ
ル
ビ
ー
（
株
）
シ

ニ
ア
チ
ェ
ア
マ
ン
、
松
本
晃

様
よ
り
「Change, or D

ie

」

で
講
演
を
い
た
だ
き
、
お
二
人

の
輝
か
し
い
業
績
と
経
験
か
ら

の
講
演
に
参
加
者
が
感
動
い
た

理
事
会
・
評
議
員
会
議
事
録
概
要

日
時
：
平
成
30
年
6
月
23
日（
土
）

 

15
時
よ
り
16
時

場
所
：
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京

別
館
地
下
2
階
ア
ス
コ
ッ
ト

　

出
席
理
事
・
評
議
員
67
名（
う

ち
書
面
出
席
13
名
）

　

互
選
に
よ
り
、
評
議
員
議
長

に
熊
井
浩
一
郎
君
（
46
回
）
が

全
会
一
致
に
て
承
認
さ
れ
た
。

　

報
告
審
議
案
件
と
結
果
は
次

の
と
お
り

報
告
事
項

１
．
平
成
29
年
刀
林
会
年
間
報

告
（
北
島
理
事
長
）

　

会
員
数
１
１
９
６
名
（
昨
年

度
比
21
名
増
）物
故
者
17
名
、

開
業
4
名

　

通
常
理
事
会
3
回
、
通
常
評

議
員
会
1
回
、
通
常
総
会
1

回
２
．
教
室
年
間
報
告
（
北
川
教

室
主
任
）

　

教
室
主
任　

北
川
雄
光

（
65
、
一
）
教
室
幹
事　

尾

原
秀
明
（
72
、
一
）
教
室
幹

事
補
佐　

篠
田
昌
宏
（
73
、

一
）
伊
藤
努
（
68
、
心
）
大

塚
崇
（
75
、
呼
）
藤
村
匠

（
86
、
小
）

　

専
修
医
担
当
主
任　

林
田

哲
（
77
、
一
、
総
括
）
木
村

成
卓
（
78
、
心
）
菱
田
智
之

（
77
相
、呼
）藤
村
匠（
86
、小
）

　

研
修
医
担
当
主
任　

八
木

洋
（
77
、
一
、
総
括
）
山
﨑

真
敬
（
78
、
心
）
加
勢
田
馨

（
86
相
、
呼
）

　

教
室
会
議
構
成
員　

黒
田
達

夫
（
61
、
小
）
淺
村
尚
生

（
62
、
呼
）
北
川
雄
光
（
65
、

一
）
志
水
秀
行
（
65
、
心
）

尾
原
秀
明
（
72
、
一
）
川
久

保
博
文
（
73
、
一
）
篠
田

昌
宏
（
73
、
一
）
北
郷
実

（
74
、
一
）
和
田
則
仁
（
74
、

一
）
大
塚
崇
（
75
、
呼
）
菱

田
智
之
（
77
相
、
呼
）
木
村

成
卓
（
78
、
心
）
政
井
恭
兵

（
85
相
、呼
）藤
村
匠（
86
、小
）

　

連
携
教
室
員　

渡
辺
真
純

（
64
、呼
）
林
田
哲
（
77
、一
）

　
　

人
事
異
動
及
び
役
職
、
職

名
の
変
更

　
　

一
般
消
化
器
92
名
、
心
臓

血
管
外
科
26
名
、
呼
吸
器
外

科
18
名
、
小
児
外
科
12
名
の

異
動
を
中
心
に
説
明

３
．
委
員
会
報
告
：

①
将
来
構
想
委
員
会
（
松
本

委
員
長
）　

一
般
社
団
法
人

化
に
つ
い
て
説
明　

承
認

②
刀
林
賞
選
考
委
員
会
（
幕

内
委
員
長
）
刀
林
賞
狩
野
元

宏
（
86
、
小
児
）
刀
林
奨
励

賞
大
島
剛
（
83
、
一
）
鈴
木

佳
透
（
89
、
一
）
承
認

③
刀
林
新
聞
編
集
委
員
会

（
石
井
副
委
員
長
）
１
１
１

号
の
掲
載
内
容
に
つ
い
て

④
新
病
院
棟
建
設
募
金
委
員

会
（
熊
井
委
員
長
）
募
金
結

果
に
つ
い
て
（
新
棟
募
金
結

果
4
億08,656,220

円
、

１
５
０
周
年
募
金
1
億

36,710,910
円
合
計
5
億

45,367,130

円
）

⑤
国
際
委
員
会
（
八
木
委
員

長
）
韓
国
延
世
大
学
と
の
国

際
交
流
に
つ
い
て
⑥
財
務
委

員
会
（
小
澤
委
員
長
）
貸
し

金
庫
、
三
橋
記
念
国
際
交
流

基
金
１
０
０
０
万
円
新
資
金

に
つ
い
て
の
報
告
、
外
科
学

教
室
１
０
０
周
年
記
念
事
業

へ
の
１
０
０
０
万
円
寄
付
、

会
費
納
入
方
法
に
銀
行
振
込

導
入

３
．平
成
29
年
度
会
計
報
告（
小

澤
財
務
委
員
長
）
決
算
・
財

産
目
録
・
監
査
結
果
に
つ
い

て
報
告

４
．
新
入
室
者
（
北
川
教
室
主

任
）
95
回
生
10
名
、
95
回
生

相
当
10
名
、
心
臓
血
管
外
科

2
名　

計
22
名

審
議
事
項

①
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
松

本
副
理
事
長
）

１
．
刀
林
新
聞
発
行

２
．
会
議
（
総
会
、理
事
会
、

評
議
員
会
、
各
委
員
会
）

　

３
．
学
会
支
援
募
金

　

４
．
刀
林
賞
選
考

　

５
．
慶
弔
関
連

　

６
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営

７
．
外
科
学
教
室
１
０
０
周

年
事
業
策
定

　

８
．
国
際
交
流

　

９
．
留
学
援
助

10
．
会
員
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入

11
．
そ
の
他　

承
認

②
平
成
29
年
度
決
算
及
び
平
成

30
年
度
予
算
（
小
澤
財
務
委

員
長
・
監
査　

尾
原
監
事
）

ほ
ぼ
例
年
通
り　

承
認

③
学
会
支
援
募
金
活
動
に
つ
い

て
（
北
島
理
事
長
）

・
第
32
回
日
本
内
視
鏡
外
科

学
会
総
会
小
澤
壯
治（
60
回
）

・
第
42
回
日
本
呼
吸
器
内
視

鏡
学
会
学
術
集
会　
　

川
村

雅
文
（
61
回
）　

承
認

④
一
般
社
団
法
人
化
に
つ
い
て

説
明　
　

承
認

⑤
新
入
会
員
に
つ
い
て

日
本
鋼
管
病
院　

黒
田
純
子

君　

承
認

⑥
外
科
学
教
室
１
０
０
周
年
事

業
に
つ
い
て
（
北
川
教
室
主

任
）　

承
認

総
会
議
事
録
概
要

日
時
：
平
成
30
年
6
月
23
日（
土
）

 

16
時
30
分
よ
り

場
所
：
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京

別
館
地
下
2
階
ア
ス
コ
ッ
ト

　

出
席
会
員
数
１
６
９
名
（
前

年
同
数
）

　

会
則
に
よ
り
理
事
長
が
議
長

を
務
め
た
。

　

会
員
冒
頭
に
平
成
29
年
度
中

に
物
故
さ
れ
た
刀
林
会
員
17
名

に
黙
祷
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

１
．
報
告
事
項

①
平
成
29
年
度
同
窓
会
年
間

報
告
（
理
事
長
）

②
平
成
29
年
度
教
室
年
間
報

告
（
北
川
教
室
主
任
）

③
各
委
員
会
報
告

・
将
来
構
想
委
員
会
（
松
本

委
員
長
）

・
刀
林
賞
選
考
委
員
会
（
幕

内
委
員
長
）

・
刀
林
新
聞
編
集
委
員
会（
川

村
委
員
長
）

・
新
病
院
棟
建
設
募
金
委
員

会
（
熊
井
委
員
長
）

・
財
務
委
員
会（
小
澤
委
員
長
）

・
国
際
委
員
会（
八
木
委
員
長
）

④
平
成
29
年
度
決
算
（
小
澤

財
務
委
員
長
、
尾
原
監
事
）

⑤
平
成
30
年
度
事
業
計
画

（
松
本
副
理
事
長
）

⑥
平
成
30
年
度
予
算
（
小
澤

財
務
委
員
長
）

２
．
学
会
支
援
募
金（
理
事
長
）

①
第
32
回
日
本
内
視
鏡
外
科

学
会
総
会
（
会
長
東
海
大
学

教
授
小
澤
壯
治
60
回
）　

　
　

総
予
算
2
億
1
千
万
円
の

う
ち
1
千
万
円
の
支
援
要
請

②
第
42
回
日
本
呼
吸
器
内
視

鏡
学
会
学
術
集
会
（
会
長
帝

京
大
学
医
学
部
長
川
村
雅
文

61
回
）
総
予
算
8
千
万
円
の

う
ち
5
百
万
円
の
支
援
要
請

３
．
刀
林
賞
表
彰
（
理
事
長
）

刀
林
賞　

狩
野
元
宏（
86
回)

し
ま
し
た
。
講
演
後
、
刀
林
会

の
国
際
展
開
の
為
に
国
際
交
流

基
金
の
設
立
に
多
大
な
貢
献
を

い
た
だ
い
た
塾
員
（
39
年
卒
）、

三
橋
洋
之
様
に
感
謝
の
意
を
込

め
て
賞
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
全
員
記
念
撮
影
後
に
平
成

29
年
度
総
会
が
滞
り
な
く
終

了
し
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、

２
０
２
０
年
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
輝
か
し
い
伝
統
を
築
き
、

継
承
し
て
き
た
先
輩
、
後
輩
が

共
に
楽
し
い
一
時
を
共
有
す
る

会
で
あ
り
ま
し
た
。

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
外
科

（
小
児
外
科
）
刀
林
奨
励
賞

　

大
島
剛
（
83
回
）
慶
應
義

塾
大
学
医
学
部
外
科（
一
般
・

消
化
器
）
鈴
木
佳
透
（
89
回
）

足
利
赤
十
字
病
院

　
　

表
彰
の
後
、
受
賞
者
か
ら

研
究
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
っ
た
。

４
．
新
入
会
者
及
び
新
入
室
者

紹
介
（
理
事
長
）

　
　

総
会
前
の
理
事
会
、
評
議

員
会
で
承
認
さ
れ
た
１
名
が

推
薦
者
の
北
川
教
授
よ
り
紹

介
が
あ
り
、
自
己
紹
介
が

あ
っ
た
。

　
　

平
成
29
年
度
新
入
室
者
報

告
（
林
田
哲
専
修
医
担
当
主

任
、
77
回
）

　
　

途
中
入
室
者
2
名
（
心
臓

血
管
）、
95
回
生
10
名
、
同

相
当
10
名
の
紹
介
が
あ
り
、

各
自
自
己
紹
介

５
．
講
演
会

　

司
会
：
松
本
純
夫
副
理
事
長

　

演
者
：
参
議
院
議
員　

慶
應

義
塾
大
学
医
学
部
教
授
法
科

大
学
院
教
授　

古
川
俊
治
君

（
66
回
）

　

演
題
：
今
後
の
日
本
に
お
け

る
外
科
医
療
を
巡
る
政
策
動

向
の
展
望

　

司
会
：
北
川
雄
光
副
理
事
長
・

外
科
学
教
室
主
任

　

演
者
：
日
本
か
ら
外
科
医
が

い
な
く
な
る
こ
と
を
憂
い
行

動
す
る
会
理
事
長
、
カ
ル

ビ
ー
株
式
会
社
シ
ニ
ア
チ
ェ

ア
マ
ン　

松
本
晃
様

演
題
：Change,or D

ie

６
．
感
謝
状
贈
呈

　

北
島
理
事
長

　

三
橋
記
念
国
際
交
流
基
金

　

三
橋　

洋
之
様

７
．
全
員
記
念
撮
影

　

以
上
で
平
成
30
年
刀
林
会
総

会
を
終
了
し
た
。
そ
の
後
ア
ス

コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
に
て
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
た
。
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平
成
29
年
度　

決
算
報
告
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刀
林
会
総
会
に
引
き
続
き
、

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ 

ア
ス
コ
ッ
ト

ホ
ー
ル
Ⅱ
に
場
所
を
移
動
し
、

例
年
通
り
刀
林
会
会
員
懇
親
会

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
に
先
立
ち
、
恒
例
と

な
っ
て
い
る
参
加
会
員
全
員
の

集
合
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。
本
年
度
は
１
６
９
名
と
大

変
多
く
の
会
員
の
先
生
方
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
、
写
真
撮
影

の
際
の
整
列
も
一
苦
労
と
な
り

ま
し
た
が
、
刀
林
会
の
結
び
つ

き
と
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
と
て
も
い
い
写
真
を
撮
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
島
理
事
長
か
ら

開
会
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

前
田
昭
二
先
生
（
33
回
）
の
乾

杯
の
ご
発
声
で
、
懇
親
会
の
開

宴
と
な
り
ま
し
た
。
開
宴
後

は
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
の
食
事

を
立
食
形
式
で
楽
し
み
な
が

ら
、
ご
歓
談
の
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
非
常
に
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
同
期
や
出
張
先
の
恩

師
と
の
再
会
を
懐
か
し
む
様
子

刀
林
会
会
員
懇
親
会
報
告

岡
林　

剛
史
（
78
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
一
般
・
消
化
器
）

同
窓
会
係

や
施
設
間
の
情
報
交
換
を
積
極

的
に
行
う
様
子
が
会
場
内
の
い

た
る
と
こ
ろ
で
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
懇
親
会
は
、
外
科

の
四
診
療
科
が
横
断
的
に
交
流

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の

会
合
で
あ
り
、
普
段
と
は
異
な

る
話
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で

あ
り
、
慶
大
外
科
の
多
様
性
と

強
み
を
生
み
出
す
重
要
な
機
会

で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

会
の
後
半
で
は
、
こ
の
度
刀

林
会
へ
多
大
な
ご
寄
付
を
い
た

だ
い
た
三
橋
産
業
株
式
会
社
会

長
・
三
橋
洋
之
様
よ
り
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
刀
林
会
の

益
々
の
発
展
を
期
待
す
る
大
変

あ
り
が
た
い
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、
慶
應
医
学
の
発
展
の
た
め

わ
れ
わ
れ
刀
林
会
会
員
が
よ
り

一
層
の
努
力
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
意
を
強
く

い
た
し
ま
し
た
。
懇
親
会
の
締

め
と
し
て
、
北
濱
圭
一
郎
君

（
92
回
）の
エ
ー
ル
に
よ
り
、「
若

き
血
」
を
全
員
で
力
強
く
斉
唱

し
、
会
場
は
一
体
感
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
最
後
に
北
川
教
室
主

任
よ
り
閉
会
の
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
同
様
、
女
性
外
科
医
の

姿
が
目
立
ち
、
非
常
に
華
や
か

な
会
と
な
り
ま
し
た
。
彼
女
た

ち
の
活
躍
に
は
目
覚
ま
し
い
も

の
が
あ
り
、
医
局
に
お
い
て
も

女
性
医
師
は
今
や
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
あ
り
ま
す
。
一

方
で
そ
ん
な
若
い
彼
女
た
ち

が
、
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
し
っ
か
り
と
し
た
環
境
作

り
も
重
要
で
す
。
刀
林
会
会
員

の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
よ
り
良
い
環
境
作
り

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま

た
、
多
く
の

ご
意
見
を
い

た
だ
く
た
め

に
は
、
多
く

の
会
員
の
先

生
に
ご
参
加

い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
こ

と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
来
年

も
多
く
の
会

員
の
先
生
方

に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
こ

の
懇
親
会
が

活
発
な
交
流

の
場
と
な
れ

ば
と
思
い
ま

す
。



平成 30 年 12 月 21 日（金曜日）発行　　（ 4 ）刀　　　　林第　112　号
　

２
０
１
８
年
6
月
23
日
に
開

か
れ
た
刀
林
会
理
事
会
・
評
議

員
会
お
よ
び
総
会
で
決
定
さ
れ

た
同
窓
会
を
任
意
団
体
か
ら
一

般
社
団
法
人
へ
の
移
行
の
準
備

状
況
を
報
告
し
ま
す
。
別
表
に

任
意
団
体
と
社
団
法
人
お
よ
び

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

（
通
称
：
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

の
比
較
表
を
示
し
ま
す
。
刀
林

会
の
施
行
事
業
、会
員
の
権
利
、

評
議
員
の
選
出
、
理
事
の
選
考

方
法
な
ど
は
大
き
な
変
更
を
加

え
ず
に
従
来
の
方
法
に
準
ず
る

定
款
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

本
原
稿
を
用
意
し
て
い
る
時
点

の
予
定
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
募
集
と
し
て
定
款
案
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
そ

の
後
臨
時
総
会
を
開
い
て
法
人

設
立
賛
否
を
あ
ら
た
め
て
会
員

の
皆
様
に
問
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
一
般
社
団
法
人
設
立

の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

１
、
任
意
団
体
と
違
っ
て
、
法

人
格
を
持
つ
団
体
と
し
て
信

用
が
つ
き
ま
す

　

任
意
団
体
は
、
別
名
「
権

利
能
力
な
き
社
団
」
と
言
い

ま
す
。
町
の
町
内
会
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
、
学
会

な
ど
は
任
意
団
体
で
行
う
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
営
利
活

動
、
非
営
利
活
動
を
行
う
際

に
は
、
法
人
格
を
有
す
る
方

が
信
用
力
が
つ
き
ま
す
。

２
、
契
約
を
法
人
名
義
で
締
結

で
き
ま
す

　

任
意
団
体
の
場
合
は
、
代

表
者
の
個
人
名
で
契
約
を
締

結
し
ま
す
。
一
般
社
団
法
人

を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、

法
人
名
義
で
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

3
、
事
業
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

　

一
般
社
団
法
人
は
、
よ
り

幅
広
い
目
的
で
活
動
す
る
法

人
格
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
業

種
に
制
限
が
あ
っ
た
り
、
年

度
ご
と
の
活
動
報
告
義
務
が

あ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
制

約
が
あ
る
た
め
、
一
般
社
団

法
人
よ
り
も
敷
居
が
高
く
な

り
ま
す
。
一
般
社
団
法
人

は
、
よ
り
幅
広
い
目
的
で
活

動
す
る
法
人
格
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
比
べ
て
、
行
政
庁
に
よ

る
監
督
が
な
い
な
ど
、
法
人

運
営
に
制
約
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
収
益
事
業
を
主
な
目

的
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
点

が
公
益
社
団
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
違
い
ま
す
。

4
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
業
種
に

制
限
が
あ
っ
た
り
、
年
度
ご

と
の
活
動
報
告
義
務
が
あ
っ

た
り

　

い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ
る

た
め
、
一
般
社
団
法
人
よ
り
も

敷
居
が
高
く
な
り
ま
す
。
一

般
社
団
法
人
は
、
よ
り
幅
広

い
目
的
で
活
動
す
る
法
人
格

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

5
、
ど
な
た
で
も
法
的
要
件
を

満
た
せ
ば
、
登
記
に
よ
っ
て

設
立
で
き
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
社
団
法
人

の
設
立
は
、
民
法
に
規
定
に

よ
り
所
轄
の
省
庁
が
裁
量
で

設
立
を
認
可
し
て
い
ま
し

た
。
定
款
の
登
記
に
よ
っ
て

誰
で
も
容
易
に
設
立
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

非
営
利
を
主
な
目
的
と
す

る
場
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
比

べ
て
、
行
政
庁
に
よ
る
許
認

可
が
あ
り
ま
せ
ん
。
法
人
運

営
に
制
約
が
少
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
同
等
の
税
制
優

遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

 

・
2
名
か
ら
設
立
が
可
能
で
す

　
　

一
般
社
団
法
人
の
社
員
と

は
、
一
般
社
団
法
人
の
構
成

員
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
一

般
社
団
法
人
の
設
立
時
に
必

要
な
社
員
数
は
２
名
で
す
。

た
だ
し
、
法
人
成
立
後
は
社

員
が
１
人
に
な
っ
て
も
、
解

散
し
な
く
て
も
よ
い
で
す
。

社
員
が
１
人
に
な
っ
て
も
、

一
般
社
団
法
人
と
し
て
存
続

が
認
め
ら
れ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
化
に
つ
い
て松

本　

純
夫
（
52
回
）

将
来
構
想
委
員
会
―
法
人
化
委
員
会
委
員
長

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長

 

・
社
員
は
法
人
で
も
可
：
個
人

に
限
ら
ず
、
法
人
も
社
員
と

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

・
設
立
時
に
財
産
は
必
要
な

く
、
基
金
制
度
を
採
用
で
き

ま
す

 

・
出
資
金
が
不
要
で
す
（
０
円

か
ら
設
立
で
き
ま
す
）

 

・
社
員
は
一
般
社
団
法
人
の

債
務
に
つ
い
て
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
：　

法
人
格
が
な
い

と
、
代
表
者
個
人
の
名
義
で

登
記
、
銀
行
口
座
の
開
設
を

す
る
た
め
、
団
体
と
個
人
の

資
産
の
区
分
が
困
難
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
代
表
者
が
代

わ
る
と
団
体
の
運
営
、
存
続

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
任
意
団
体
の
ま
ま

で
は
、
契
約
を
締
結
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
契
約
締
結
を
個
人
名
で

す
る
と
、
個
人
が
責
任
を
負

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
一
般

社
団
法
人
設
立
に
よ
り
、
上

記
の
問
題
を
ク
リ
ア
ー
で
き

ま
す
。

6
、
法
人
名
義
で
銀
行
口
座
を

開
設
で
き
ま
す

　

一
般
社
団
法
人
を
設
立
す

る
と
、
法
人
名
義
で
登
記
し

口
座
を
開
設
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
法
に
定
め
ら
れ
た

法
人
運
営
を
行
う
必
要
が
あ

る
た
め
、
組
織
の
基
盤
が

し
っ
か
り
と
し
、
社
会
的
信

用
を
得
ら
れ
ま
す
。
任
意
団

体
は
、
団
体
名
義
で
口
座
を

開
設
し
た
り
、
不
動
産
の
登

記
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
代
表
者
の
個
人
名
義
で

行
い
ま
す
。
刀
林
会
は
こ
れ

ま
で
も
理
事
長
が
交
代
す
る

ご
と
に
個
人
名
義
の
書
き
換

え
が
必
要
と
な
り
、
手
続
の

煩
雑
さ
が
問
題
で
し
た
。

7
、
相
続
税
が
発
生
し
な
い
、

経
費
の
認
め
ら
れ
る
範
囲
が

広
い

　

法
人
は
相
続
税
が
発
生
し

ま
せ
ん
し
、
倒
産
時
、
代
表

者
は
借
金
を
負
わ
な
い
安
心

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
法
人

と
し
て
事
務
職
員
を
雇
用

し
、
源
泉
徴
収
を
も
含
め
て

社
会
保
障
費
を
収
め
る
組
織

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

8
、
不
動
産
の
直
接
の
登
記
名
義

人
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

一
般
社
団
法
人
は
法
人
格

を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

不
動
産
の
登
記
名
義
人
に
も

な
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

9
、
社
員
は
一
般
社
団
法
人
の

債
務
に
つ
い
て
責
任
は
負
い

ま
せ
ん

　

法
人
格
が
な
い
と
、
代
表

者
個
人
の
名
義
で
登
記
、
銀

行
口
座
の
開
設
を
す
る
た

め
、
団
体
と
個
人
の
資
産
の

区
分
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
代
表
者
が
代
わ
る
と

団
体
の
運
営
、
存
続
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。任
意
団
体
の
ま
ま
で
は
、

契
約
を
締
結
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
契

約
締
結
を
個
人
名
で
す
る

と
、
個
人
が
責
任
を
負
う
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
一
般
社
団

法
人
設
立
に
よ
り
、
上
記
の

問
題
を
ク
リ
ア
ー
で
き
ま
す
。

10
、
公
益
認
定
等
委
員
会
の
認

定
を
受
け
れ
ば
、
公
益
社
団

法
人
へ
の
移
行
が
可
能

　

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行

手
続
き
の
流
れ
は
、
以
下
の

通
り
で
す
。

　

１
．
新
た
な
一
般
社
団
法
人

と
し
て
基
準
を
満
た
す
よ
う

事
業
内
容
や
財
務
内
容
な
ど

を
見
直
し
ま
す
。

　

２
．
公
益
社
団
法
人
に
な
っ

た
場
合
の
名
称
の
変
更
な

ど
、
定
款
の
変
更
を
意
思
決

定
を
し
て
お
き
ま
す
。

　

３
．
公
益
社
団
法
人
へ
の
認

可
の
移
行
を
受
け
よ
う
と
す

る
法
人
は
、
公
益
目
的
財
産

額
と
い
う
正
味
財
産
を
基
礎

と
し
て
算
定
し
た
金
額
を
ゼ

ロ
に
す
る
と
い
う
公
益
目
的

支
出
計
画
を
作
成
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

４
．
内
閣
総
理
大
臣
、
ま
た

は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て

認
定
申
請
書
類
を
提
出
し
ま

す
。

　

５
．
申
請
後
、
公
益
認
定
委

員
会
は
認
可
す
る
か
ど
う
か

の
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

６
．
認
可
が
決
定
す
る
と
認

可
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

１
、
剰
余
金
の
分
配
（
利
益
配

分
）
は
で
き
ま
せ
ん

　

一
般
社
団
法
人
は
、
剰
余

金
の
分
配
を
目
的
と
し
な
い

と
い
う
こ
と
を
法
人
格
取
得

の
条
件
と
し
て
い
ま
す
。
も

し
定
款
に
、
社
員
に
剰
余
金

の
分
配
を
受
け
る
権
利
を
与

え
る
旨
の
規
定
を
定
め
て

も
、
効
力
が
生
じ
ま
せ
ん
。

剰
余
金
の
分
配
を
目
的
と
す

る
法
人
格
が
必
要
で
あ
れ

ば
、
営
利
法
人
で
あ
る
株
式

会
社
や
合
同
会
社
を
選
択
す

べ
き
で
す
。

２
、
法
人
税
が
か
か
り
ま
す

　

一
般
社
団
法
人
（
普
通
法

人
）
は
、
法
人
税
法
上
、
株

式
会
社
や
合
同
会
社
と
同
じ

普
通
法
人
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
ま
す
。
非
営
利
型
法
人

は
、
所
得
の
う
ち
収
益
事
業

か
ら
生
じ
た
所
得
に
つ
い
て

の
み
、
法
人
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
会
費
や
寄
付
金
に
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
法
人
税

法
上
、
公
益
法
人
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
ま
す
。
刀
林
会
は

現
在
収
益
事
業
を
行
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
教
室
創

設
１
０
０
周
年
事
業
を
計
画

し
て
い
ま
す
の
で
収
益
事
業

を
計
画
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
収
益
事
業

に
対
す
る
税
金
を
納
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
、
非
営
利
性
が
徹
底
さ
れ
て

い
る
社
団
の
み
、
税
制
の
優

遇
措
置
が
あ
り
ま
す

　

刀
林
会
は
当
面
一
般
社
団

法
人
と
し
て
の
運
営
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
将
来
、
公
益

社
団
法
人
に
な
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
公
益
目
的
事

業
（
３
４
種
類
の
収
益
事
業

を
除
く
）
に
対
し
て
、
法
人

税
は
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
み
な
し
寄
附
金
制
度

が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
税
制

上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま

す
。

　

み
な
し
寄
附
金
制
度
と

は
、
収
益
事
業
に
属
す
る
資

産
の
う
ち
か
ら
、
公
益
目
的

事
業
の
た
め
に
支
出
し
た
金

額
を
寄
附
金
と
み
な
す
制
度

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
非
営

利
型
の
一
般
社
団
法
人
に
も

税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り

ま
す
が
、
み
な
し
寄
附
金
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
と
め
と
し
て
、
業
務
の
制

限
が
な
い
こ
と
。
手
続
き
が
簡

単
で
あ
る
こ
と
。
法
人
名
義
で

取
引
が
で
き
る
こ
と
。
設
立
費

用
が
安
い
こ
と
。
公
益
的
で
聞

こ
え
が
い
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
法
人
化
に
よ
っ
て
刀
林

会
と
し
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂

行
し
や
す
く
な
り
達
成
感
を
会

員
が
共
有
で
き
る
仕
組
み
と
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

任意団体と社団法人の比較
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こ
の
度
、
歴
史
と
伝
統
あ
る

北
里
大
学
北
里
研
究
所
病
院

（
北
研
病
院
）
の
院
長
を
拝
命

し
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

　

福
沢
諭
吉
先
生
の
援
助
の

も
と
北
里
柴
三
郎
先
生
は

「
１
８
９
２
年
伝
染
病
研
究
所
」

を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
研
究
所
に
は
患
者
さ
ん
が

最
新
治
療
を
求
め
て
押
し
寄

せ
、
一
方
で
研
究
所
の
運
営
に

は
多
大
な
資
金
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
北
里
先
生

は
１
８
９
３
年
に
福
澤
先
生
に

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
広
尾
の

土
地
に
、
福
澤
先
生
自
ら
命
名

さ
れ
た
「
土
筆
ヶ
岡
養
生
園
」

を
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
我

が
国
初
の
結
核
専
門
サ
ナ
ト
リ

ウ
ム
「
土
筆
ヶ
岡
養
生
園
」
と
、

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
創
設
と

同
じ
１
９
１
７
年
白
金
の
地
に

建
て
ら
れ
た
「
北
里
研
究
所
付

属
病
院
」
が
、
現
在
の
北
里
研

究
所
病
院
の
前
身
で
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
病
院
職
員
は
こ
の

よ
う
な
連
綿
た
る
北
研
病
院
の

歴
史
と
伝
統
を
誇
り
に
し
て
、

今
日
ま
で
受
け
継
い
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　

私
は
本
年
7
月
に
病
院
長
職

に
就
く
と
同
時
に
、
病
院
の
財

政
再
建
と
基
盤
整
備
に
向
け
経

営
戦
略
会
議
を
新
た
に
設
け
ま

し
た
。
経
営
戦
略
会
議
の
下
に

４
つ
の
部
会
を
設
け
、
各
々
の

リ
ー
ダ
ー
に
若
手
の
医
師
や
職

員
を
配
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
第

一
の
部
会
は
労
働
環
境
改
善
作

業
部
会
で
す
。
こ
れ
は
職
員
の

ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
を
充
実
さ
せ
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上

が
る
働
き
や
す
い
環
境
整
備
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。
職
員
の

労
働
環
境
の
改
善
は
、
自
ず
と

患
者
へ
の
接
遇
向
上
や
安
全
な

医
療
に
つ
な
が
る
に
違
い
な
い

か
ら
で
す
。
次
に
業
務
効
率
化

推
進
部
会
で
、
職
員
の
努
力
が

報
わ
れ
る
よ
う
に
様
々
な
視
点

か
ら
「
無
駄
・
漏
れ
」
を
排
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
患

者
接
遇
・
サ
ー
ビ
ス
改
善
作
業

部
会
で
は
、
選
ば
れ
る
病
院
を

目
指
し
患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。
Ｗ

Ｅ
Ｂ
の
刷
新
や
市
民
公
開
講
座

な
ど
の
広
報
活
動
を
充
実
さ
せ

て
い
く
つ
も
り
で
す
。
新
規
事

業
開
発
部
会
で
は
病
院
の
将
来

を
見
据
え
、
医
療
の
質
を
さ
ら

に
高
め
る
新
規
事
業
を
企
画
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
当
院
の
都

市
型
病
院
と
し
て
の
特
徴
を
生

か
し
て
、
未
来
的
な
予
防
医
学

の
確
立
も
視
野
に
入
れ
た
事
業

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

北
研
病
院
は
小
規
模
な
が
ら

優
秀
な
医
師
を
全
科
に
揃
え
、

家
庭
的
な
病
院
と
し
て
多
く
の

患
者
さ
ん
に
長
年
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
外
科
は
北
川
雄
光

教
授
の
多
大
な
る
支
援
を
頂

き
、
池
田
正
先
生
や
石
井
良
幸

部
長
を
は
じ
め
大
作
昌
義
、
落

合
大
樹
、
迫
裕
之
、
雨
宮
隆

介
、
前
田
日
菜
子
、
小
桐
雅
世

と
非
常
勤
の
浅
沼
史
樹
、
金
田

宗
久
の
刀
林
会
会
員
の
先
生
方

の
お
陰
で
外
科
は
発
展
の
一
途

を
辿
っ
て
お
り
ま
す
。

　

近
隣
に
は
有
名
病
院
が
林
立

し
、
患
者
の
大
病
院
志
向
は
止

ま
ら
ず
、
マ
ス
コ
ミ
や
ネ
ッ
ト

に
よ
る
医
療
情
報
も
氾
濫
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に

直
面
し
な
が
ら
も
、
北
研
病
院

は
独
自
の
存
在
感
を
示
し
つ

つ
、
親
し
み
易
い
病
院
と
し
て

の
地
歩
を
固
め
て
ま
い
り
ま

す
。

北
里
研
究
所
病
院
の
院
長
を
拝
命
し
て

　

〜
歴
史
と
伝
統
の
継
承
、
そ
し
て
未
来
に
向
け
た
飛
翔
〜

渡
邊　

昌
彦
（
58
回
）

学
校
法
人
北
里
研
究
所

　

北
里
大
学
医
学
部　

教
授

学
校
法
人
北
里
研
究
所　

北
里
大
学
北
里
研
究
所
病
院　

院
長

帝
京
大
学
医
学
部
長　

就
任川

村　

雅
文
（
61
回
）

　

本
年
4
月
1
日
付
で
帝
京
大

学
医
学
部
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
慶
應
義
塾
大
学
か
ら
帝

京
大
学
に
移
籍
し
て
8
年
に
な

り
ま
す
。
最
初
の
5
年
は
呼
吸

器
外
科
グ
ル
ー
プ
の
新
設
か
ら

始
ま
り
、
医
局
員
集
め
、
診
療

体
制
の
確
立
と
呼
吸
器
外
科
診

療
を
中
心
に
、
ま
た
こ
の
３
年

間
は
外
科
学
講
座
の
主
任
教

授
、
診
療
担
当
副
院
長
と
し
て

教
室
や
病
院
の
診
療
全
般
を
仕

事
に
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
最
中
診
療
に
関
し
て
い
き
な

り
戦
力
外
通
告
を
受
け
て
し
ま

い
、
急
に
医
学
教
育
が
仕
事
の

目
玉
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
半
年
間
は
戸
惑
い
な

が
ら
も
色
々
と
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

当
面
の
課
題
は
日
本
医
学
教

育
評
価
機
構
（JACM

E

）
に

よ
る
医
学
教
育
分
野
別
評
価
を

2
年
後
に
受
審
し
認
定
を
受
け

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
と
の

詳
細
は
慶
應
義
塾
医
学
部
新
聞

の
10
月
号
に
も
出
て
い
ま
す
の

で
省
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
も
の
す
ご
く
纏
め
て
言
っ

て
し
ま
え
ば
医
学
教
育
の
世
界

で
も
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
目
標
設
定

を
き
ち
ん
と
や
っ
て
、
そ
の
上

で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し

て
常
に
問
題
点
を
修
正
し
て
い

き
な
さ
い
。
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

　

帝
京
大
学
は
医
療
系
3
学
部

（
医
学
部
、
薬
学
部
、
医
療
技

術
学
部
）
が
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

に
集
め
ら
れ
、
大
学
院
を
含
め

る
と
５
０
０
０
名
の
医
療
系
学

生
が
一
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
勉
学

し
て
い
ま
す
。
ア
ウ
ト
カ
ム
基

盤
型
医
学
教
育
の
中
で
も
重
要

な
柱
で
あ
る
チ
ー
ム
医
療
（
あ

る
い
は
医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）
や
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
な
ど
を
学
ぶ
上
で
は

大
変
優
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
力
を
十
全
に
発
揮
す

る
た
め
に
は
そ
れ
を
動
か
す
仕

組
み
を
き
ち
ん
と
整
備
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
意
味
で

は
医
学
教
育
分
野
別
評
価
を
こ

れ
か
ら
受
審
す
る
こ
と
は
本
学

に
と
っ
て
時
期
を
得
た
こ
と
と

思
い
、
た
だ
今
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

帝
京
大
学
の
教
育
理
念
は

『
自
分
流
』
で
す
。『
自
分
流
』

と
い
う
と
何
か
自
分
勝
手
な
人

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
い
そ
う

で
す
が
、そ
う
で
は
な
く
て『
人

に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
っ
て

自
分
に
し
か
な
い
も
の
を
持
っ

て
い
る
。
自
分
が
何
を
持
っ
て

い
て
何
を
し
た
い
か
自
分
で
考

え
、
失
敗
し
て
も
い
い
か
ら
実

行
し
な
さ
い
。
そ
の
試
行
錯
誤

の
中
で
自
分
を
磨
い
て
い
く
こ

と
を
大
学
は
生
涯
に
亘
っ
て
応

援
し
ま
す
。』
と
い
う
も
の
で

す
。
福
澤
先
生
の『
独
立
自
尊
』

に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
な
と
私

は
思
っ
て
い
て
、
む
し
ろ
平
成

の
世
に
あ
っ
て
は
こ
ち
ら
の
方

が
学
生
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
や

す
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
本

学
の
学
生
達
は
や
や
ゆ
っ
た
り

感
は
あ
り
ま
す
が
皆
た
い
へ
ん

真
面
目
で
す
。
こ
の『
自
分
流
』

を
前
面
に
押
し
立
て
て
彼
ら
の

プ
ロ
意
識
を
高
揚
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
臨
床
の
現
場
で
活
躍
で
き

る
医
師
に
育
て
上
げ
る
こ
と
に

こ
れ
か
ら
注
力
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
の
で
刀
林
会
員
の

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
な
お
私
の
後
任
の

呼
吸
器
外
科
教
授
を
愛
知
県
が

ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
の
呼
吸

器
外
科
部
長
で
あ
っ
た
坂
尾
幸

則
先
生
（
昭
和
63
年
佐
賀
医
大

卒
）
に
お
願
い
し
て
、
7
月
か

ら
着
任
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

来
年
の
総
会
で
刀
林
会
へ
の
入

会
を
お
願
い
す
る
予
定
で
お
り

ま
す
の
で
こ
ち
ら
も
宜
し
く
お

引
き
立
て
の
程
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

帝
京
大
学
医
学
部
長
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慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
外
科

学
教
室
に
入
局
し
、
当
時
は
卒

後
１
年
目
は
慶
應
で
、
２
、３

年
目
は
関
連
病
院
外
科
で
、
４

年
目
以
降
６
年
目
ま
で
は
再
度

慶
應
で
臨
床
と
研
究
を
、
そ
の

後
関
連
病
院
に
ポ
ス
ト
チ
ー
フ

と
し
て
出
張
と
い
う
の
が
通
常

の
外
科
教
育
の
道
順
で
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
で
、昭
和
52
年
に
、

当
時
「
埼
中
」
の
名
称
で
呼
ば

れ
て
い
た
社
会
保
険
埼
玉
中
央

病
院
に
外
科
医
長
と
し
て
赴
任

し
ま
し
た
。
社
会
保
険
病
院
で

は
当
院
が
唯
一
の
慶
應
の
関
連

病
院
で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

61
年
に
外
科
部
長
、
平
成
４
年

に
副
院
長
、
平
成
18
年
に
院
長

に
就
任
し
ま
し
た
。で
す
か
ら
、

副
院
長
14
年
、
院
長
12
年
と
、

院
長
、
副
院
長
で
４
半
世
紀
以

上
を
過
ご
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
し
、
医
師
と
し
て
の
大
半
を

当
院
で
過
ご
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
間
、
今
思
い
返
す

と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

　

私
が
管
理
職
時
代
の
大
き
な

出
来
事
は
、
消
え
た
年
金
問
題

に
代
表
さ
れ
る
社
会
保
険
庁
の

解
体
、
そ
れ
に
伴
う
社
会
保
険

病
院
の
問
題
、
そ
し
て
、
老
朽

化
、
狭
隘
化
し
た
病
院
の
建
て

替
え
の
問
題
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。　

　

平
成
16
年
以
降
、
政
治
家
の

年
金
未
納
問
題
、
国
民
年
金
不

正
免
除
問
題
、
年
金
記
録
問
題

等
、
社
会
保
険
庁
の
不
祥
事
の

た
め
平
成
21
年
12
月
31
日
で
社

会
保
険
庁
が
廃
止
と
な
り
、
政

府
管
掌
健
康
保
険
は
協
会
け
ん

ぽ
へ
、
年
金
部
門
は
日
本
年
金

機
構
に
業
務
移
管
さ
れ
ま
し

た
。私
ど
も
の
社
会
保
険
病
院
、

そ
れ
と
厚
生
年
金
病
院
、
船
員

保
険
病
院
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
問
題
が
発
生
し
、
譲
渡
す
べ

き
は
譲
渡
と
な
り
、
そ
の
他
の

病
院
は
、独
立
行
政
法
人
年
金
・

福
祉
整
理
機
構
（
Ｒ
Ｆ
Ｏ
）
を

経
て
、
平
成
２
６
年
よ
り
独
立

行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進

機
構
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）
に
組
み
込

ま
れ
ま
し
た
。
私
は
、
社
会
保

険
病
院
の
時
代
か
ら
関
東
地
区

の
理
事
院
長
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
に
移

行
し
て
か
ら
も
理
事
と
し
て
移

行
に
伴
う
各
種
規
約
や
、
職
務

規
定
の
作
成
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
に

移
行
後
、
病
院
長
会
の
会
長
に

推
薦
さ
れ
、
第
１
回
の
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
学
会
は
尾
身
茂
理
事
長
が
会

長
を
な
さ
り
、
第
２
回
の
会
長

を
私
が
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
病
院
の
建
て
替

え
で
す
。
東
日
本
大
震
災
の
前

年
に
契
約
し
、
震
災
１
か
月
後

に
着
工
、
そ
し
て
現
地
建
て
替

え
で
工
事
中
も
病
床
利
用
率

を
減
ら
さ
ず
に
、build and 

scrap

と
い
う
状
況
の
中
で
の

建
設
で
し
た
が
、
お
蔭
様
で
８

階
建
て
の
立
派
な
病
院
が
完
成

し
、
晴
れ
て
平
成
26
年
12
月
６

日
に
竣
工
式
を
行
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
埼
玉
県
医
師
会
で
も

い
ろ
い
ろ
と
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
が
副
院
長

の
時
に
、
埼
玉
県
医
師
会
長
が

慶
應
の
、
そ
れ
も
外
科
の
大
先

輩
で
い
ら
し
た
35
回
の
山
崎
寛

一
郎
先
生
で
し
た
。
先
生
が
会

長
指
名
の
常
任
理
事
に
し
て
く

だ
さ
り
、
医
師
会
の
仕
事
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
や

は
り
外
科
の
先
輩
で
さ
い
た
ま

市
立
病
院
の
院
長
で
い
ら
し
た

42
回
の
戸
倉
康
之
先
生
が
埼
玉

県
医
師
会
の
勤
務
医
部
会
長

で
、
私
を
副
会
長
に
推
薦
し
て

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
埼
玉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー　

院
長
退
任

細
田　

洋
一
郎
（
50
回
）

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
埼
玉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

名
誉
院
長

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
現
在
の
金

井
忠
男
埼
玉
県
医
師
会
長
が
戸

倉
先
生
の
後
任
に
、
私
を
勤
務

医
部
会
長
に
指
名
く
だ
さ
り
、

勤
務
医
問
題
を
県
医
師
会
の
中

で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。
私
は

今
年
度
で
退
任
し
ま
し
た
の

で
、
現
在
は
Ｎ
Ｈ
Ｏ
埼
玉
病
院

の
原
彰
男
院
長
（
外
科
60
回
）

を
勤
務
医
部
会
長
に
推
薦
し
、

代
々
慶
應
出
身
者
が
会
長
を
勤

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
戸
倉

先
生
は
埼
玉
県
医
師
会
外
科
医

会
副
会
長
を
な
さ
り
、
そ
の
後

任
を
私
が
引
き
継
ぎ
、
現
在
は

さ
い
た
ま
市
立
病
院
の
窪
地
淳

院
長
（
58
回
）
が
就
任
し
て
お

り
ま
す
。
つ
く
づ
く
、
慶
應
義

塾
大
学
医
学
部
外
科
の
有
難
味

を
感
じ
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
で
は
、
さ
い
た
ま
市

立
病
院
と
Ｎ
Ｈ
Ｏ
埼
玉
病
院
と

当
院
が
主
な
関
連
病
院
で
す
。

今
後
も
慶
應
関
連
病
院
と
し
て

後
輩
の
教
育
に
、
そ
し
て
地
元

の
方
々
の
健
康
に
貢
献
で
き
る

よ
う
現
役
の
医
師
の
努
力
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
4
年
慶
應
義
塾
大
学
卒

業
後
、慶
應
お
よ
び
関
連
病
院
、

京
都
大
学
移
植
免
疫
学
講
座
、

英
国
2
大
学
（Birm

ingham

大
学Liver U

nit

、Leeds

大

学St Jam
es’ H

ospital

）
に

在
籍
後
、
２
０
１
０
年
よ
り
藤

田
保
健
衛
生
大
学
旧
肝
・
脾
外

科
（
杉
岡　

篤
教
授
）
に
赴
任

し
、
本
年
4
月
よ
り
現
職
を
拝

命
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
慶
應

の
多
く
の
先
輩
方
に
暖
か
く
時

に
は
厳
し
く
ご
指
導
頂
き
、
ま

た
多
く
の
同
僚
と
楽
し
く
仕
事

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
に

対
し
、
改
め
て
深
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

な
お
、
本
学
で
は
２
０
１
７

年
4
月
よ
り
こ
れ
ま
で
の
消
化

器
外
科
関
連
４
講
座
を
統
合

し
、
総
合
消
化
器
外
科
学
講
座

と
し
て
再
編
し
（
主
任
教
授　

宇
山
一
朗
先
生
）、
さ
ら
に
本

年
10
月
10
日
よ
り
開
学
50
周
年

と
と
も
に
大
学
名
を
藤
田
医
科

大
学
に
改
名
し
ま
し
た
の
で
、

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

私
の
専
門
領
域
は
肝
胆
膵
外

科
で
、
悪
性
腫
瘍
に
対
す
る
外

科
治
療
と
生
体
肝
移
植
を
中
心

に
行
っ
て
い
ま
す
。
肝
胆
膵
悪

性
腫
瘍
は
難
治
性
で
あ
る
こ
と

が
多
く
、
ま
た
手
術
術
式
の
バ

ラ
エ
テ
ィ
が
広
く
、
高
難
度
術

式
も
多
い
た
め
、
安
全
で
高
度

な
手
術
を
患
者
に
提
供
で
き
る

よ
う
日
々
修
練
を
続
け
て
い
ま

す
。
ま
た
腹
腔
鏡
や
ロ
ボ
ッ
ト

を
用
い
た
低
侵
襲
肝
胆
膵
手
術

も
推
進
し
て
お
り
、
拡
大
手
術

の
経
験
あ
れ
ば
こ
そ
の
、
安
全

性
と
根
治
性
を
両
立
し
得
る
手

技
の
定
型
化
、
新
規
術
式
の
開

発
、
高
難
度
症
例
へ
の
挑
戦
を

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
く

に
ロ
ボ
ッ
ト
肝
切
除
は
本
邦
で

は
当
科
以
外
で
は
殆
ど
行
わ
れ

て
お
ら
ず
、
保
険
未
収
載
で
も

あ
り
、
当
科
で
の
取
り
組
み
が

国
内
外
で
重
要
な
位
置
を
担
っ

て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
推
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

肝
不
全
患
者
救
済
の
た
め
の

肝
移
植
医
療
の
普
及
、
患
者
の

拾
い
上
げ
、啓
蒙
活
動
は
中
部
・

東
海
地
区
で
は
喫
緊
の
課
題

で
、
慶
應
肝
移
植
の
黎
明
期
や

成
長
期
を
経
験
し
、
難
し
さ
は

理
解
し
て
い
る
つ
も
り
が
、
最

近
閉
塞
感
を
感
じ
る
肝
移
植
医

療
を
再
び
患
者
さ
ん
に
適
切
に

藤
田
医
科
大
学
総
合
消
化
器
外
科

教
授
就
任

加
藤　

悠
太
郎
（
71
回
）

提
供
で
き
る
よ
う
、
尽
力
し
た

い
で
す
。

　

当
科
は
以
前
よ
り
超
進
行
悪

性
腫
瘍
や
重
症
肝
不
全
な
ど
困

難
症
例
の
治
療
を
使
命
と
考

え
、
地
域
の
「
盾
」
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
新
規
治
療
法
・

術
式
の
開
発
と
実
践
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ま
た
現
行
の
手
術

や
薬
物
で
は
完
治
し
な
い
病
態

に
対
す
る
研
究
の
重
要
性
に
鑑

み
、
個
人
的
に
は
重
要
視
し
て

い
る
移
植
免
疫
、
が
ん
免
疫
、

虚
血
再
灌
流
障
害
、
が
ん
の
分

子
生
物
学
、
再
生
医
療
を
主
軸

に
、
臨
床
知
見
か
ら
の
疑
問
や

仮
説
の
解
決
・
立
証
を
目
標
に

基
礎
医
学
研
究
者
と
の
コ
ラ
ボ

を
進
め
た
い
で
す
。
さ
ら
に
手

術
術
式
の
定
型
化
に
基
づ
い
た

後
進
の
指
導
・
教
育
、
優
れ
た

肝
胆
膵
外
科
医
の
発
掘
、
育
成

に
も
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
御
指
導
、
御
鞭

撻
の
ほ
ど
、
何
卒
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
30
年
7
月
1
日
付
で
東

京
慈
恵
会
医
科
大
学
外
科
学
講

座
、
呼
吸
器
外
科
、
乳
腺
・
内

分
泌
外
科
教
授
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
刀
林
会

の
諸
先
生
方
よ
り
多
く
の
ご
指

導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
外
科
学
教
室
教
授
（
淺
村

尚
生
教
授
、
北
川
雄
光
教
授
、

志
水
秀
行
教
授
、
黒
田
達
夫
教

授
）
の
先
生
方
に
は
東
京
慈
恵

会
医
科
大
学
教
授
就
任
に
当
た

り
、
多
大
な
る
お
力
添
え
を
頂

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
迎
え
て
い
た
だ
い

た
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
の
皆

様
に
も
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
は

外
科
医
で
あ
る
高
木
兼
寛
が
慶

應
義
塾
医
学
所
出
身
の
松
山
棟

庵
と
と
も
に
１
８
８
１
年
に
設

立
し
た
成
医
会
講
習
所
に
始
ま

り
ま
す
。
慈
恵
医
大
外
科
学
講

座
は
２
０
０
１
年
に
複
数
存
在

し
て
い
た
外
科
教
室
を
統
合

し
、
大
講
座
制
を
確
立
し
ま
し

た
。
現
在
は
呼
吸
器
・
乳
腺
内

分
泌
外
科
、
消
化
器
外
科
、
小

児
・
血
管
外
科
の
3
つ
の
分
野

が
あ
り
、
各
々
に
分
野
担
当
教

授
が
管
轄
し
て
お
り
ま
す
。
外

科
学
講
座
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に

と
ら
わ
れ
ず
、
若
手
は
横
断
的

に
臨
床
経
験
が
積
め
る
慶
應
と

よ
く
似
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ

て
い
ま
す
。
慶
應
外
科
で
大
教

室
に
慣
れ
親
し
ん
で
お
り
ま
し

た
の
で
、
外
科
全
体
で
行
わ
れ

る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
も
慶
應
の

外
科
連
絡
会
に
ど
こ
か
似
て
い

て
、
違
和
感
な
く
参
加
し
て
お

り
ま
す
。
私
は
慶
應
病
院
で
の

外
科
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
の
後
、

荻
窪
病
院
、
埼
玉
社
会
保
険
病

院
（
現
在
の
埼
玉
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
）
で
外
科
の
基
礎
を

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
呼

吸
器
外
科
を
専
門
に
し
て
か
ら

は
小
林
紘
一
教
授
に
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。
済
生
会
中

央
病
院
呼
吸
器
外
科
を
経
て
、

ミ
シ
ガ
ン
大
学
でO

rringer

教
授
の
も
と
胸
部
外
科
臨
床

フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
肺
癌
、
肺

移
植
、
食
道
癌
な
ど
の
文
字

通
り
の“general” thoracic 

surgery

を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
帰
国
後
は
大
学
研
究

室
で
淺
村
尚
生
教
授
に
ご
指
導

い
た
だ
き
、
臨
床
、
教
育
、
研

究
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

外
科
学
講
座
で
私
に
課
せ
ら
れ

て
い
る
課
題
は
、
低
侵
襲
手
術

か
ら
高
難
度
手
術
ま
で
呼
吸
器

外
科
疾
患
を
広
く
カ
バ
ー
し
て

安
全
で
高
レ
ベ
ル
の
外
科
診
療

を
行
う
こ
と
、
学
位
指
導
を
行

う
こ
と
、
競
争
的
研
究
費
を
獲

得
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
最
初
の
数
年
で
講
座

の
基
礎
体
力
を
つ
け
、
そ
の

後
は” the sky's the lim

it” 

の
気
持
ち
で
限
界
を
設
定
せ

ず
、
外
科
学
の
進
歩
に
貢
献
し

て
参
り
ま
す
。
ま
た
外
科
医
を

目
指
す
学
生
が
減
少
傾
向
に
あ

る
日
本
の
現
状
を
変
え
る
べ
く

努
力
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
今
後
と
も
刀
林
会
の
皆
様

の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。　

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
外
科
学
講
座

教
授
就
任 

〜T
he sky's the lim

it.

〜

大
塚　

崇
（
75
回
）

　

こ
の
度
、
２
０
１
８
年
９

月
16
〜
19
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア

　

ウ
イ
ー
ン
に
お
き
ま
し
て

Society President

と
し
て

第
16
回
国
際
食
道
疾
患
会
議

（
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｅ
）
を
主
催
さ
せ
て

北
川　

雄
光
（
65
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部 

外
科
学
教
授

慶
應
義
塾
大
学
病
院 

病
院
長

外
科
（
一
般
・
消
化
器
）

い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
を
離

れ
た
遠
隔
地
で
の
開
催
で
あ

り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
以
外
に

は
会
長
が
一
切
関
与
で
き
な
い

特
殊
な
状
況
下
で
、
運
営
に
大

変
苦
労
い
た
し
ま
し
た
が
、
お

陰
様
で
日
本
か
ら
２
６
５
名
も

の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
過
去
最
高
の
９
５
３
名

に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す

国
際
食
道
疾
患
会
議-

日
本
食

道
学
会
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
食
道
疾
患
治
療
に
関

す
る
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
の
皆
様

に
、
圧
倒
的
に
優
れ
た
技
術
を

ビ
デ
オ
で
ご
披
露
い
た
だ
き
、

多
く
の
聴
衆
か
ら
絶
賛
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

は
、
食
道
胃
接
合
部
癌
を
テ
ー

マ
と
し
て
国
際
胃
癌
学
会
と
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開

催
し
ま
し
た
。
私
自
身
が
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
会
長

講
演
で
はControversies in 

Esophagology ~East and 
W

est, Esophagus and 
Stom

ach~

と
題
し
て
、
欧
米

と
ア
ジ
ア
の
食
道
疾
患
研
究
の

方
向
性
を
示
し
、
食
道
・
胃
が

学
会
を
終
え
て

〜
第
16
回 

国
際
食
道
疾
患
会
議
を

　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
イ
ー
ン
で
開
催
〜

一
体
と
な
っ
た
上
部
消
化
管
学

の
概
念
を
提
唱
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
井
手
博
子

先
生
、
安
藤
暢
敏
先
生
か
ら
ご

提
供
を
頂
い
た
資
料
を
元
に
、

日
本
を
発
祥
の
地
と
す
る
Ｉ
Ｓ

Ｄ
Ｅ
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が

ら
そ
の
将
来
像
に
関
し
て
私
見

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
会
場
と
な
っ
た
ウ
イ
ー
ン

大
学
は
１
３
６
５
年
に
創
立
さ

れ
た
ド
イ
ツ
語
圏
最
古
の
歴

史
を
誇
り
、
胃
癌
外
科
手
術

の
父
と
呼
ば
れ
るTheodor 

Billroth

が
教
鞭
を
と
っ
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ポ

ス
タ
ー
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ

た
中
庭
のBillroth

像
の
前
で

は
、
多
く
の
参
加
者
が
記
念
写

真
を
撮
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
し

た
。G

ala dinner

は
荘
厳
な

バ
ロ
ッ
ク
建
築
の
ウ
イ
ー
ン
市

庁
舎
で
開
催
さ
れ
、
若
手
参
加

者
に
と
っ
て
は
国
境
を
超
え
た

貴
重
な
交
流
の
場
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
本
邦
に
お
け
る
消
化

器
外
科
学
の
父
、
中
山
恒
明
先

生
が
創
設
さ
れ
た
こ
の
Ｉ
Ｓ
Ｄ

Ｅ
を
、
消
化
器
外
科
学
に
所
縁

の
深
い
ウ
イ
ー
ン
の
地
で
主
催

さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
こ
と

は
、
食
道
外
科
医
の
一
人
と
し

て
こ
の
上
な
い
光
栄
と
存
じ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
も
本
学
食
道

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
そ
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
赤
倉
一
郎

先
生
、
掛
川
暉
夫
先
生
、
安
藤

暢
敏
先
生
、
小
澤
壯
治
先
生
を

は
じ
め
多
く
の
諸
先
輩
の
築
い

て
来
ら
れ
た
伝
統
の
賜
物
で
あ

る
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
今
回

の
開
催
に
際
し
て
多
大
な
る
ご

尽
力
を
賜
り
ま
し
た
刀
林
会
員

の
皆
様
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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こ
の
度
は
「
刀
林
」
第

１
１
２
号
に
寄
稿
さ
せ
て
頂
く

貴
重
な
機
会
を
与
え
て
頂
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
、
私

は
第
30
回 

日
本
頭
蓋
底
外
科

学
会
で
、
優
秀
論
文
賞
を
受
賞

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
ず
、

本
解
析
に
あ
た
り
、𠮷
田
先
生
、

戸
田
先
生
、
冨
尾
先
生
に
は
多

大
な
ご
指
導
を
頂
き
、
感
謝
致

し
ま
す
。

　

A
nterior transpetrosal 

approach

（ATPA
）
は
１
９

８
０
年
代
に
河
瀬
先
生
の
元
、

慶
應
脳
神
経
外
科
で
誕
生
し
、

頭
蓋
底
外
科
を
大
き
く
発
展
に

導
い
た
世
界
に
誇
る
手
術
法
で

あ
り
ま
す
。
様
々
な
課
題
を
克

服
し
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
ア
プ

ロ
ー
チ
と
な
っ
た
Ａ
Ｔ
Ｐ
Ａ
に

お
い
て
重
要
な
合
併
症
の
一
つ

で
あ
る
術
後
髄
液
漏
の
発
症
頻

度
が
過
去
30
年
間
で
ほ
ぼ
変
わ

ら
な
い
と
い
う
結
果
を
知
っ
た

事
が
、
私
が
本
解
析
を
行
っ
た

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
本

解
析
で
Ｃ
Ｔ
画
像
を
繰
り
返
し

眺
め
た
と
こ
ろ
、
特
殊
な
側
頭

骨
の
乳
突
蜂
巣
を
有
す
る
患
者

さ
ん
が
お
り
、
そ
れ
が
術
後
の

難
治
性
髄
液
漏
に
密
接
に
関
わ

る
解
剖
学
的
タ
イ
プ
で
あ
る
可

能
性
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
図
書
館
で
錐
体
骨
解
剖
の

本
を
読
み
漁
り
ま
し
た
。
驚
い

た
こ
と
に
最
近
の
綺
麗
に
ビ

ジ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
た
解
剖
の
本

で
は
な
く
、
１
９
８
０
年
代
の

古
書
に
ま
さ
に
私
が
探
し
て
い

た
も
の
と
似
た
乳
突
蜂
巣
の
イ

ラ
ス
ト
が
描
い
て
あ
り
ま
し

た
。
錐
体
骨
の
乳
突
蜂
巣
だ
け

で
も
15
個
以
上
に
区
分
し
て
お

り
、
そ
こ
に
少
し
だ
け
、
稀
で

特
殊
な
蜂
巣
の
存
在
が
記
載
し

て
あ
っ
た
の
で
す
。
今
後
は
、

本
解
析
に
よ
り
側
頭
骨
の
術
前

画
像
検
査
か
ら
ハ
イ
リ
ス
ク
症

例
を
分
別
す
る
こ
と
で
、
髄
液

漏
に
対
す
る
系
統
的
な
予
防
策

の
構
築
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
回
の
解
析
に
よ
り
、
患
者

さ
ん
の
臨
床
経
過
や
画
像
を
繰

り
返
し
吟
味
す
る
事
の
重
要
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
さ

に
貴
重
な
生
き
た
情
報
の
山
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
過

去
の
偉
人
た
ち
の
古
書
に
は
、

現
代
の
様
々
な
新
規
画
像
を
も

凌
ぐ
程
、
詳
細
な
内
容
が
記
さ

れ
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
原
点

回
帰
の
重
要
性
も
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
大
変
僭
越

な
が
ら
頭
蓋
底
外
科
の
発
展
に

寄
与
で
き
る
臨
床
・
研
究
が
行

え
る
よ
う
に
精
進
致
し
ま
す
。

田
村　

亮
太
（
89
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
脳
神
経
）

受
賞
報
告

〜
第
30
回 

日
本
頭
蓋
底
外
科
学
会 

　
　
　
　
　
　
　

優
秀
論
文
賞
を
受
賞
し
て
〜

「T
am

ura R
, T

om
io R

, M
oham

m
ad F, T

oda M
, Y

oshida 
K

.　

A
nalysis of various tracts of m

astoid air cells 
related to CSF leak after the anterior transpetrosal 
approach. J N

eurosurg. 2018;16:1-8.

」

第
20
回
Ｓ
Ｎ
Ｎ
Ｓ
研
究
会
学
術
集
会
を

終
え
て

竹
内　

裕
也
（
71
回
）

浜
松
医
科
大
学
医
学
部
外
科
学
第
二
講
座

（
消
化
器
・
血
管
外
科
学
分
野
）

片
井　

均
（
61
回
）

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院　

副
院
長

第
90
回
日
本
胃
癌
学
会
総
会

収
支
報
告

会員参加費収入	 19,770,000
その他参加費収入	 12,903,000
評議員懇親会参加費収入	 804,000
プログラム広告料収入	 1,768,500
商業展示出展料収入	 22,435,200
セミナー共催金収入	 24,516,000
シンポジウム共催金収入	 2,700,000
寄附金収入	 3,470,000
受取利息収入	 104
プログラム頒布収入	 314,000
その他雑収入	 1,322,760
一般会計繰入金収入	 6,000,000

収入合計	 96,003,564

参加費収入

広告 ･出展料収入

セミナー等共催金収入

寄附金収入

雑収入

他会計繰入金収入

勘定科目名 金額

収入の部

学会口座返還金	 2,037,650

プログラム等印刷物製作費支出	 6,662,250
企画関係費支出	 4,385,797
通信運搬費	 405,512
その他準備諸費支出	 3,401,580
会場使用料支出	 24,730,425
設備・機材等関係費支出	 9,344,903
看板・ポスターパネル等設置費支出	 4,969,730
運営要員関係費支出	 4,411,726
会合・飲食関係費支出	 10,159,145
招待者関係費支出	 13,748,664
租税公課支出	 3,302,093
運営業務委託管理費支出	 2,139,802
その他運営諸費支出	 6,304,287
支出合計	 93,965,914

学術集会準備費

学術集会運営費

勘定科目名 金額

支出の部

会場：パシフィコ横浜
会期：2018 年 3 月 7 日（水）〜 9（金）

　

平
成
30
年
10
月
10
日
、
11
日

の
2
日
間
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
テ

ラ
ス
紀
尾
井
町　

紀
尾
井
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
に
お
き
ま
し
て

第
20
回
Ｓ
Ｎ
Ｎ
Ｓ(sentinel 

node navigation surgery)

研
究
会
学
術
集
会
を
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
20
回

と
い
う
記
念
す
べ
き
学
術
集
会

の
機
会
を
頂
き
大
変
光
栄
に
存

じ
ま
す
。

　

１
９
９
９
年
11
月
27
日
に
北

島
政
樹
先
生
が
第
1
回
学
術
集

会
を
主
宰
さ
れ
て
か
ら
こ
の
20

年
間
に
Ｓ
Ｎ
Ｎ
Ｓ
は
大
き
く
発

展
を
遂
げ
ま
し
た
。
２
０
１
０

年
4
月
か
ら
悪
性
黒
色
腫
、
乳

癌
に
お
い
て
保
険
診
療
と
し
て

Ｓ
Ｎ
生
検
に
よ
る
縮
小
手
術
が

可
能
と
な
り
、
今
や
実
地
臨
床

で
は
不
可
欠
の
手
技
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
消
化
器
癌
、

頭
頚
部
癌
、
婦
人
科
癌
な
ど
の

領
域
に
お
い
て
も
Ｓ
Ｎ
Ｎ
Ｓ
理

論
を
応
用
し
た
個
別
化
縮
小
治

療
の
実
用
化
が
目
前
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
Ｓ
Ｎ
Ｎ

Ｓ
を
未
来
に
継
ぐ
（
つ
な
ぐ
）」

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
20
年
間
わ
が
国
に
お
け
る

固
形
癌
に
対
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｎ
Ｓ
が

こ
こ
ま
で
大
き
く
発
展
で
き
た

の
は
、
黎
明
期
に
お
け
る
諸
先

輩
方
の
叡
智
と
不
断
の
努
力
に

加
え
て
、
一
つ
一
つ
の
基
礎
研

究
、
臨
床
研
究
の
積
み
重
ね
に

よ
る
と
考
え
ま
す
。
本
研
究
会

の
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
業
績
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
未
来
に
継

ぐ
こ
と
が
私
の
使
命
だ
と
感

じ
、
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
と
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

本
学
術
集
会
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｎ

Ｓ
研
究
会
代
表
世
話
人
、
井
本

滋
先
生
よ
り
第
20
回
を
記
念

す
る
特
別
講
演
を
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
領
域
横
断
的
な
基
礎

研
究
、
臨
床
研
究
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
組
ま
せ
て
頂
き
、
刀
林

会
の
先
生
方
か
ら
最
先
端
の
知

見
や
将
来
展
望
を
ご
講
演
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
本
学
術
集
会
は

北
川
雄
光
先
生
が
主
宰
さ
れ

たInternational Sentinel 
N

ode Society
国
際
学
会
と

の
同
時
開
催
と
な
り
、
海
外
か

ら
も
多
く
の
著
名
な
先
生
方
が

参
加
さ
れ
活
発
な
討
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま

し
て
、
国
際
学
会
と
併
せ
て

３
０
０
名
近
い
参
加
者
を
得
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
賜
り

ま
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｎ
Ｓ
研
究
会　

名

誉
代
表
世
話
人　

北
島
政
樹
先

生
、
代
表
世
話
人　

井
本
滋
先

生
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
開
催
に
あ
た
り
、
刀

林
会
の
諸
先
生
方
よ
り
感
謝
し

き
れ
な
い
ほ
ど
の
多
大
な
ご
援

助
、
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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こ
の
度
は
、
私
の
論
文

「A
M

H
/

M
IS

 
a

s
 

a 
co

n
tracep

tiv
e th

at 
protects the ovarian 
r

e
s

e
r

v
e

 
d

u
r

in
g 

c
h

e
m

o
th

e
r

a
p

y

」

（Proceedings of N
ational 

A
cadem

y of Sciences 
of the U

nited States of 
A

m
erica, 2017, e1688-

）

を
２
０
１
８
年
の
刀
林
賞
に
選

ん
で
頂
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
伝
統
あ

る
刀
林
会
の
賞
を
頂
け
た
こ
と

を
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
ご

審
査
頂
い
た
選
考
委
員
の
先
生

方
、
刀
林
会
会
員
の
先
生
方
、

そ
し
て
研
究
を
ご
指
導
下
さ
い

ま
し
た
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総

合
病
院
小
児
外
科
研
究
室
の

Patricia K. D
onahoe

先
生

と
、
同
研
究
室
へ
の
留
学
の
機

会
を
下
さ
り
、
本
論
文
を
刀
林

賞
に
ご
推
薦
下
さ
っ
た
小
児
外

科
教
授
黒
田
達
夫
先
生
に
深
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
で

は
、
論
文
で
報
告
し
た
内
容
の

一
部
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す

の
で
ご
一
読
頂
け
ま
す
と
幸
い

で
す
。

　

本
論
文
で
は
、
胎
生
期
の
男

性
性
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
ミ
ュ

ラ
ー
管
の
退
縮
に
関
わ
る
タ
ン

パ
ク
質
と
し
て
、１
９
７
７
年
に

同
定
さ
れ
た
ミ
ュ
ラ
ー
管
抑
制

因
子（M

üllerian inhibiting 
substance/ M

IS 

ま
た
は 

anti-M
üllerian horm

one/ 
AM

H

）の
、「
卵
巣
」に
お
け
る

生
理
学
的
機
能
を
明
ら
か
に
し

た
上
で
、
そ
の
機
能
の
活
用
法

を
報
告
し
ま
し
た
。
が
ん
治
療

に
お
け
る
臨
床
応
用
の
み
な
ら

ず
、
産
科
、
内
分
泌
科
な
ど
多

科
に
わ
た
っ
て
幅
広
い
臨
床
応

用
が
期
待
で
き
る
基
礎
研
究
と

し
て
、
ご
評
価
頂
い
た
と
理
解

し
て
お
り
ま
す
。

狩
野　

元
宏
（
86
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
小
児
）

刀
林
賞
を
受
賞
し
て

刀
林
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

刀
林
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

　

閉
経
以
前
の
「
Ａ
Ｙ
Ａ
世

代
」
の
女
性
に
対
す
る
抗
が
ん

治
療
に
お
い
て
、
卵
巣
機
能
維

持
は
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
シ
ッ
プ

向
上
に
お
け
る
重
要
な
課
題
の

一
つ
で
す
。
我
々
は
抗
が
ん
化

学
療
法
に
よ
る
卵
巣
機
能
障
害

の
う
ち
、
原
始
卵
胞
の
過
剰
動

員
に
よ
る
卵
胞
の
早
期
喪
失
に

着
目
し
、
ま
ず
Ｍ
Ｉ
Ｓ
の
投
与

に
よ
っ
て
原
始
卵
胞
の
動
員
が

完
全
に
抑
制
さ
れ
、
避
妊
薬
と

し
て
も
利
用
で
き
る
こ
と
を
示

し
た
上
で
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ
が
カ
ル
ボ

プ
ラ
チ
ン
、
ド
キ
ソ
ル
ビ
シ
ン

ま
た
は
シ
ク
ロ
フ
ォ
ス
フ
ァ
ミ

ド
と
の
同
時
投
与
に
よ
り
原
始

卵
胞
を
有
意
に
温
存
す
る
こ
と

を
報
告
し
、
妊
孕
性
温
存
を
希

望
す
る
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
女
性
が

ん
患
者
へ
の
新
た
な
選
択
肢
を

提
示
し
ま
し
た
。

　

私
は
２
０
１
８
年
5
月
に
留

学
よ
り
帰
室
し
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
活
か
し
、
よ
り
多
く
の

知
見
を
世
界
に
発
信
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
慶
應
に
お
い
て

も
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
刀
林
奨
励
賞
と

い
う
伝
統
と
大
変
栄
誉
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
、
誠
に
光
栄
に
存

じ
ま
す
。
本
研
究
に
取
り
組
む

環
境
を
与
え
て
下
さ
っ
た
、
北

川
雄
光
教
授
を
は
じ
め
、
慶
應

外
科
の
諸
先
輩
先
生
方
、
ま
た

　

こ
の
度
は
伝
統
あ
る
刀
林
会

の
刀
林
奨
励
賞
を
い
た
だ
き
、

身
に
あ
ま
る
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
ご

今
回
の
受
賞
に
あ
た
り
、
本
論

文
を
御
評
価
い
た
だ
い
た
選
考

委
員
の
先
生
方
、
お
よ
び
教
室

関
係
者
の
皆
様
に
は
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
、
受
賞
し
た
論
文
は

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
北
川
雄

光
教
授
、
岡
林
剛
史
先
生
に
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
私
が
受
賞
し
た
論

大
島　

剛
（
83
回
）

鈴
木　

佳
透
（
89
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
一
般
・
消
化
器
）

足
利
赤
十
字
病
院

C
ell P

ress

が
発
行
す
る

M
olecular Therapy

誌
に
標

題 "In Vivo D
elivery and 

Therapeutic Effects of a 
M

icroRN
A

 on Colorectal 
Liver M

etastases" 

と
し
て

２
０
１
７
年
に
掲
載
さ
れ
ま
し

文
は”Annals of Surgery”

に
掲
載
さ
れ
た” Com

parison
 o

f P
re

o
p

e
ra

tiv
e 

In
flam

m
ation

-b
ased 

た
。
近
年
、
抗
癌
治
療
に
対
す

る
新
し
い
治
療
法
と
し
て
、
マ

イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
メ
チ

ル
化
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
な
ア

プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
研
究
が
盛
ん

に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
論
文
で

は
マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
大
腸
癌

肝
転
移
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
に
投
与

し
、
マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
全
身

投
与
に
よ
る
癌
進
展
の
抑
制
効

果
がIn vivo

で
確
認
さ
れ
た

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
マ
イ

ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
はRN

ase

や
エ

ク
ソ
ソ
ー
ム
な
ど
に
よ
る
分
解

作
用
の
た
め
生
体
内
で
は
き
わ

め
て
不
安
定
で
す
。
そ
の
た
め

マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
投
与
に
よ

る
治
療
は
非
常
に
困
難
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
本
研
究
で
は
、

生
体
内
で
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
分
解
を
克

服
す
る
た
め
に
、
金
属
イ
オ
ン

を
核
と
し
、
そ
の
周
囲
に
脂
肪

鎖
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
と
も

に
マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
付
着
さ

せ
た
ナ
ノ
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
を
用

Prognostic Scores in 
Patients W

ith Colorectal 
Cancer”

で
す
。
本
研
究
で

は
新
規
炎
症
性
ス
コ
ア
Ｓ
Ｉ
Ｓ

の
大
腸
癌
の
予
後
診
断
に
お
け

る
有
用
性
を
証
明
し
、
病
理
病

期
な
ど
と
独
立
し
た
予
後
因
子

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
近
年
炎
症
と
癌
の
関
係

性
は
注
目
さ
れ
る
ト
ピ
ッ
ク
で

あ
り
、
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
構
成
す
る
リ

ン
パ
球
単
球
比
の
重
要
性
は
癌

と
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
密
接
な

関
連
を
示
唆
し
、
さ
ら
な
る
基

礎
研
究
へ
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
研
究
で

は
炎
症
性
ス
コ
ア
の
比
較
を
新

し
い
統
計
解
析
を
用
い
て
行
っ

て
い
ま
す
。
炎
症
性
ス
コ
ア
は

各
種
癌
で
そ
の
有
用
性
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
数
多
く
の

炎
症
性
ス
コ
ア
が
存
在
し
、
そ

い
て
マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
大
腸

癌
肝
転
移
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
に
全

身
投
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
腫

瘍
選
択
的
」
か
つ
「
安
定
的
」

な
マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
デ
リ
バ

リ
ー
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
、
さ

ら
に
マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
投
与
に

よ
る
転
移
性
腫
瘍
の
抑
制
効
果

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
化
社
会
と
癌
患
者
の
増

加
に
伴
い
、
癌
の
転
移
に
対
す

る
新
し
い
治
療
方
法
の
開
発
は

急
務
で
あ
り
ま
す
。
本
研
究
で

は
、
癌
治
療
に
お
け
る
次
の
新

し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
、
核
酸
医
薬
（
マ

イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
）
を
用
い
た
エ

ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
な
手
法
に

よ
る
新
し
い
抗
癌
治
療
の
可
能

性
が
示
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
後
と
も
、
が
ん
の
転
移

に
対
す
る
新
し
い
切
り
口
か
ら

の
治
療
方
法
の
開
発
に
向
け
て

精
進
し
て
参
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

の
優
劣
は
不
明
で
し
た
。
本
研

究
で
用
い
た
時
間
依
存
性
Ｒ
Ｏ

Ｃ
曲
線
に
よ
る
解
析
は
視
覚
的

に
、
か
つ
統
計
学
的
な
堅
牢
性

を
も
っ
て
予
後
因
子
を
比
較
す

る
こ
と
が
で
き
る
新
規
の
解
析

手
段
で
あ
り
、
そ
の
有
用
性
を

示
し
た
と
い
う
点
も
本
研
究
の

重
要
性
と
独
創
性
の
あ
る
部
分

で
す
。

　

今
回
の
研
究
は
慶
應
義
塾
大

学
で
行
っ
た
臨
床
研
究
の
結
果

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
が
、
他

施
設
で
の
結
果
も
追
加
し
、
炎

症
性
予
後
ス
コ
ア
の
有
用
性
を

さ
ら
に
解
明
し
て
い
く
予
定
で

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
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平
成
30
年
7
月
よ
り
北
川
雄

光
教
授
の
ご
高
配
に
あ
ず
か
り

教
室
に
帰
室
い
た
し
ま
し
た
82

回
生
の
入
野
誠
之
と
申
し
ま

す
。
私
は
初
期
臨
床
研
修
制
度

の
な
い
最
後
の
年
に
あ
た
る
平

成
15
年
に
卒
業
し
、
外
科
学
教

室
へ
入
局
い
た
し
ま
し
た
。
大

学
で
1
年
間
の
外
科
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
研
修
を
行
っ
た
後
、
本

格
的
な
外
科
医
と
し
て
の
人
生

は
日
野
市
立
病
院
（
菊
永
裕
行

先
生
）
お
よ
び
足
利
赤
十
字
病

院（
藤
崎
真
人
先
生
）で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
北
川

教
授
に
お
声
掛
け
い
た
だ
き
上

部
消
化
管
班
（
旧
・
食
道
班
）

の
一
員
と
し
て
帰
室
、
4
年
間

大
学
で
レ
ジ
デ
ン
ト
・
チ
ー
フ

と
し
て
北
川
教
授
、
竹
内
裕
也

教
授
を
は
じ
め
様
々
な
先
生
方

か
ら
臨
床
・
研
究
の
ご
指
導
を

賜
り
ま
し
た
。
そ
の
後
ポ
ス
ト

チ
ー
フ
と
し
て
済
生
会
横
浜
市

東
部
病
院
（
長
島
敦
先
生
）
へ

出
張
、
初
め
て
自
ら
の
責
任
に

お
い
て
手
術
を
執
刀
し
、
一
人

前
の
外
科
医
と
し
て
の
最
初
の

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
2

年
間
外
科
医
と
し
て
の
仕
事
に

没
頭
し
た
後
、
胃
癌
外
科
の
専

門
教
育
を
受
け
る
た
め
が
ん
研

有
明
病
院
胃
外
科
（
佐
野
武
先

入
野　

誠
之
（
82
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
一
般
・
消
化
器
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
呼
吸
器
）

　

平
成
30
年
8
月
に
3
年
半
の

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央

病
院
出
向
よ
り
帰
室
い
た
し
ま

し
た
。
同
院
は
長
ら
く
肺
が
ん

手
術
件
数
全
国
1
位
を
継
続
し

て
い
る
本
邦
肺
癌
外
科
の
メ
ッ

カ
で
あ
り
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
の

一
員
と
し
て
多
く
の
胸
部
悪
性

腫
瘍
手
術
を
執
刀
で
き
た
こ
と

は
か
け
が
え
の
な
い
経
験
で
し

た
。
赴
任
直
後
は
先
輩
ス
タ
ッ

フ
の
手
術
時
間
の
短
さ
に
面
喰

い
ま
し
た
が
、
淺
村
教
授
門
下

で
あ
る
渡
辺
俊
一
科
長
の
根
気

強
い
ご
指
導
の
下
、
1
年
半
ほ

ど
か
け
て
そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
覚

に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
在
任
中
は
、
胃
外
科

の
片
井
均
先
生
（
61
回
）、
乳

腺
外
科
の
木
下
貴
之
先
生
（
67

朝
倉　

啓
介
（
81
回
）

帰
室
報
告

帰
室
報
告

帰
室
報
告

帰
室
報
告

回
）、
食
道
外
科
の
小
柳
和
夫

先
生
（
71
回
）、
大
腸
外
科
の

落
合
大
樹
先
生
（
77
回
）
を
始

め
と
す
る
刀
林
会
の
先
生
方
に

多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
例
え
ば
、
小
柳
先
生

に
お
誘
い
い
た
だ
い
た
若
手
刀

林
会
員
と
手
術
室
ス
タ
ッ
フ
の

定
期
的
懇
親
会
を
き
っ
か
け

に
、
新
参
の
私
が
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
で
手
術
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

落
合
先
生
の
お
誘
い
を
き
っ
か

け
に
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
「
血
清
マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
に

よ
る
早
期
肺
が
ん
診
断
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
担
当
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
同
院
は
医

局
に
所
属
し
な
い
医
師
も
多

く
、
彼
ら
が
医
局
の
支
援
な
し

に
キ
ャ
リ
ア
を
築
い
て
い
る
姿

に
大
い
に
刺
激
を
受
け
る
一
方

で
、
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら

長
期
的
に
人
材
を
育
成
で
き
る

医
局
の
良
さ
、
有
難
さ
も
再
認

識
で
き
た
3
年
半
で
し
た
。
私

自
身
は
後
輩
の
面
倒
を
十
分
に

見
る
前
に
帰
室
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
現
在
、
築
地
で

奮
闘
し
て
い
る
若
手
刀
林
会
員

の
先
生
方
に
は
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

帰
室
に
あ
た
っ
て
の
抱
負
と

し
ま
し
て
は
、
①
当
科
の
手
術

件
数
増
加
、
②
ハ
イ
ボ
リ
ュ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
同
等
の
手
術
教

育
、
③
慶
應
な
ら
で
は
の
ユ

ニ
ー
ク
な
臨
床
研
究
、
を
掲
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
末
筆

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
慶
應
病

院
フ
レ
マ
ン
時
代
に
ご
指
導
い

た
だ
い
た
外
科
5
科
の
先
生

方
、
日
本
鋼
管
病
院
外
科
、
さ

い
た
ま
市
立
病
院
外
科
の
先
生

方
、
そ
し
て
こ
の
度
の
出
向
の

機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
淺
村

教
授
と
呼
吸
器
外
科
の
先
生

方
、
帰
室
に
あ
た
り
ご
高
配
い

た
だ
き
ま
し
た
外
科
学
教
室
の

北
川
教
授
、
黒
田
教
授
、
志
水

教
授
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
た
く
何
卒
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

生
）
へ
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ト
と

し
て
赴
任
、
２
年
間
で
３
０
０

例
を
超
え
る
胃
癌
手
術
に
参
加

し
、
在
任
中
に
は
比
企
直
樹
先

生
の
御
指
導
の
も
と
内
視
鏡
外

科
技
術
認
定
も
取
得
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
後
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
大
学
病
院

上
腹
部
外
科
へ
腹
腔
鏡
下
胃
切

除
の
指
導
の
た
め
渡
欧
、
北
欧

の
外
科
医
と
と
も
に
胸
腔
鏡
・

腹
腔
鏡
手
術
を
鍛
錬
し
つ
つ
謳

歌
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の
留

学
生
活
は
、
私
に
と
っ
て
人
生

観
が
変
わ
る
ほ
ど
の
素
晴
ら
し

い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
２
年

間
の
留
学
を
終
え
た
後
は
、
Ｊ

Ｃ
Ｏ
Ｇ
胃
が
ん
グ
ル
ー
プ
代
表

で
も
あ
る
寺
島
雅
典
先
生
の
ご

厚
情
で
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ

ン
タ
ー
胃
外
科
に
迎
え
入
れ
て

い
た
だ
き
、
胃
外
科
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
数
多
く
の
手
術
を
行
い

つ
つ
、
レ
ジ
デ
ン
ト
の
専
門
教

育
や
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
の
様
々

な
臨
床
試
験
の
立
ち
上
げ
を

行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
帰
室

の
ご
下
命
を
拝
し
ま
し
た
。
慶

應
外
科
に
入
局
し
て
15
年
余
、

こ
れ
ま
で
が
ん
専
門
病
院
を
含

む
様
々
な
第
一
線
の
病
院
で
数

多
の
症
例
を
経
験
し
、
そ
こ
で

の
一
例
一
例
の
経
験
が
私
の
大

変
貴
重
な
、
か
け
が
え
の
な
い

財
産
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い

た
外
科
学
教
室
お
よ
び
諸
先
生

方
に
こ
の
場
を
借
り
て
拝
謝
申

し
上
げ
る
一
方
、
今
後
は
私
が

教
室
へ
貢
献
す
る
番
で
あ
り
、

大
変
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
慶
應
外
科
の
名
に
恥
じ
ぬ

よ
う
常
に
研
鑽
に
努
め
る
と
と

も
に
、
諸
先
生
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
倍
旧
の
御
指
導
御
鞭
撻

の
ほ
ど
何
卒
宜
し
く
御
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

和
歌
山
市
友
田
市

　

和
歌
山
市
は
紀
伊
半
島
に
あ

り
、人
口
36
万
人
の
都
市
で
す
。

御
三
家
の
一
つ
で
あ
る
紀
州
徳

川
家
の
城
下
町
で
あ
り
ま
す
。

大
阪
か
ら
電
車
で
1
時
間
程
度

の
距
離
に
あ
り
ま
す
が
、
高
齢

化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
お
り
、

在
宅
地
域
医
療
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
も
な
る
都
市
で
す
。

　

私
は
外
科
学
教
室
入
室
後
、

一
般
・
消
化
器
外
科
で
研
修

し
、
済
生
会
宇
都
宮
病
院
で
の

ポ
ス
ト
チ
ー
フ
研
修
を
終
え
ま

し
た
。
北
川
雄
光
教
授
の
御
厚

意
に
よ
り
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

総
合
病
院
に
留
学
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
先
代

院
長
で
あ
る
父
の
急
逝
に
よ
り

や
む
を
得
ず
帰
国
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
和
歌
山
で
の
地

域
医
療
は
全
く
経
験
の
無
い
領

域
で
あ
り
ま
し
た
が
、
当
院
は

有
床
診
療
所
と
し
て
入
院
患
者

を
常
に
抱
え
て
お
り
、
す
ぐ

に
帰
国
が
必
要
な
状
況
で
し

た
。
亡
き
父
の
跡
を
取
る
形
で

２
０
１
４
年
よ
り
35
歳
か
ら
院

長
を
務
め
ま
し
た
。
和
歌
山
の

在
宅
医
療
は
高
齢
化
が
凄
ま
じ

く
、
90
歳
や
１
０
０
歳
以
上
の

独
居
患
者
も
多
く
、
健
康
な
高

齢
者
が
多
い
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
診
療
で
は
亡
き
父
が
消
化

器
と
乳
腺
が
専
門
で
あ
っ
た
の

で
す
が
、
大
学
で
腸
班
や
乳
腺

班
の
先
生
方
に
ご
指
導
を
頂
い

た
こ
と
が
今
の
診
療
を
支
え
に

な
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
和
歌

山
で
診
療
所
院
長
と
し
て
助

か
っ
た
こ
と
は
外
科
学
教
室
に

よ
る
教
育
で
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
研
修
シ
ス
テ
ム
は
将
来
的
に

開
業
医
に
は
必
要
最
小
限
の
素

養
が
盛
り
込
ま
れ
た
研
修
で
あ

り
ま
し
た
。
消
化
器
外
科
医
で

消
化
器
内
視
鏡
専
門
医
を
も
つ

医
師
は
減
少
傾
向
に
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
一
般
・
消
化
器

外
科
で
は
診
断
か
ら
治
療
ま
で

星
野　

好
則
（
84
回
）

医
療
法
人 

明
星
会 

星
野
胃
腸
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長
・
院
長

を
担
う
医
師
を
育
て
る
教
育
が

施
さ
れ
て
お
り
、
将
来
自
分
が

診
断
の
み
を
担
う
立
場
に
な
っ

て
も
、
外
科
医
し
て
の
経
験
を

生
か
し
て
よ
り
良
い
診
断
医
に

な
れ
る
よ
う
な
将
来
展
望
の
あ

る
優
秀
な
制
度
で
あ
る
と
痛
感

し
ま
し
た
。
ご
指
導
を
頂
い
た

諸
先
輩
方
に
感
謝
の
念
が
尽
き

ま
せ
ん
。
来
る
２
０
２
０
年
7

月
に
は
和
歌
山
県
立
医
科
大
学

外
科
学
第
2
講
座
の
山
上
裕
機

教
授
が
和
歌
山
で
第
75
回
消
化

器
外
科
学
会
総
会
を
開
催
予
定

で
す
。
消
化
器
外
科
の
先
生
方

は
是
非
と
も
和
歌
山
に
ご
来
訪

く
だ
さ
い
。
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一
般
・
消
化
器
外
科
血
管
班

は
昭
和
30
年
代
、
ま
だ
本
邦
に

お
い
て
血
管
外
科
の
認
識
が
普

及
し
て
い
な
い
黎
明
期
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
、
腹

部
大
動
脈
瘤
、
腹
部
内
臓
動
脈

瘤
、バ
ス
キ
ュ
ラ
ー
ア
ク
セ
ス
、

下
肢
静
脈
瘤
か
ら
深
部
静
脈
血

栓
症
に
い
た
る
ま
で
、
幅
広
く

脈
管
疾
患
に
対
応
し
て
お
り
ま

す
。
末
梢
血
管
疾
患
の
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
と
し
て
、
そ
の
診
断

か
ら
治
療
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

ま
で
一
貫
し
て
行
っ
て
お
り
、

手
術
の
み
な
ら
ず
、
フ
ッ
ト
ケ

ア
や
運
動
療
法
、
内
服
薬
に
よ

る
内
科
的
治
療
に
も
重
き
を

お
い
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

open surgery

と
血
管
内
治

療
の
双
方
に
習
熟
す
る
こ
と

で
、
時
に
は
そ
の
二
つ
を
組
み

合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
治
療

も
含
め
た
最
善
の
治
療
を
患
者

さ
ん
に
提
供
で
き
る
こ
と
を
最

大
の
強
み
と
し
て
、
日
々
の
臨

床
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
は
腹
腔
内
臓

器
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
も
特

色
の
1
つ
で
す
。
血
管
外
科
の

手
法
を
ベ
ー
ス
に
、
血
管
合
併

切
除
を
伴
う
高
難
度
消
化
器
外

科
手
術
、
さ
ら
に
は
肝
移
植
手

術
に
も
携
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
小
児
・
成
人
の
す
べ
て
の

肝
移
植
手
術
に
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
複
雑
な
併
存
疾

患
を
抱
え
た
血
管
外
科
患
者
さ

ん
に
、
よ
り
良
い
医
療
を
提
供

す
る
た
め
に
、
診
療
科
の
壁
を

取
り
払
っ
た
チ
ー
ム
医
療
の
構

築
に
も
力
を
い
れ
て
お
り
ま

す
。
関
連
す
る
複
数
診
療
科
と

看
護
部
で
連
携
し
た
フ
ッ
ト
ケ

ア
チ
ー
ム
や
、
皮
膚
科
と
連
携

し
た
静
脈
外
来
、
血
管
内
治
療

に
お
け
る
放
射
線
科
Ｉ
Ｖ
Ｒ

チ
ー
ム
と
の
連
携
な
ど
、
職

種
、
診
療
科
の
枠
を
超
え
て
全

身
血
管
病
変
へ
の
対
応
（total 

vascular care

）
を
心
が
け

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
ス
タ
ッ
フ
2
名
、
レ
ジ

デ
ン
ト
4
名
で
、
班
員
一
丸
と

な
っ
て
精
力
的
に
活
動
し
て
お

り
ま
す
。　

大
学
病
院
内
は
小

所
帯
で
す
が
、
一
方
、
近
隣
の

中
核
病
院
12
施
設
に
血
管
外

科
医
を
派
遣
し
、
そ
の
関
連

施
設
と
強
固
な
連
携
（Keio 

Vascular G
roup

）
を
構
築

し
て
い
る
こ
と
を
強
み
と
し
て

お
り
ま
す
。
関
連
施
設
で
臨
床

デ
ー
タ
を
一
括
し
て
集
積
し
て

お
り
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
腹
部

大
動
脈
瘤
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
症
例
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は

１
８
０
０
例
に
達
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
解
析
し
、
学
会

発
表
や
論
文
で
学
術
的
な
情
報

発
信
し
続
け
る
こ
と
で
、
本
グ

ル
ー
プ
は
国
内
で
確
固
た
る
地

位
を
築
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
現

在
は
そ
れ
を
さ
ら
に
他
大
学
と

の
連
携
に
広
げ
て
い
き
、
日
本

の
デ
ー
タ
と
し
て
世
界
に
発
信

す
る
こ
と
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
ま
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ナ
ル

な
研
究
こ
そ
が
大
学
の
使
命
と

考
え
、
様
々
な
臨
床
治
験
や
、

基
礎
研
究
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
生
体
吸
収

性
ス
テ
ン
ト
を
用
い
た
臨
床
治

験
や
基
礎
研
究
、
光
超
音
波
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
装
置
を
用
い
た
新

た
な
脈
管
病
変
画
像
診
断
法
の

開
発
、
さ
ら
に
産
婦
人
科
と
連

携
し
た
子
宮
移
植
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
も
参
画
し
、
多
角
的
に
研

究
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
体
系
グ
ル
ー
プ
紹
介

診
療
体
系
グ
ル
ー
プ
紹
介

血
管
班

尾
原　

秀
明
（
72
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
（
一
般
・
消
化
器
）

M
assachusetts G

eneral H
ospital

菊
池　

弘
人
（
86
回
）

　

２
０
１
８
年
5
月
よ
り

黒
田
達
夫
教
授
の
ご
高
配

に
よ
り
米
国Boston

の

M
assachusetts G

eneral 
H

o
sp

ital, P
ed

iatric 
S

u
rg

ic
a

l R
e

se
a

rc
h 

　

私
は
２
０
１
８
年
４
月
よ
り

米
国
ボ
ス
ト
ン
の
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
総
合
病
院
放
射
線
腫

瘍

学
、Edw
in L. Steele 

Laboratories

に
て
研
究
留

学
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
当
教
室
はRakesh 

Jain

教
授
が
統
括
す
る
８
つ

Laboratory

へResearch 
Fellow

と
し
て
留
学
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ

の
研
究
室
を
主
宰
す
るD

r. 
Patricia K. D

onahoe

は

M
üller

管
抑
制
因
子
（
Ｍ
Ｉ

の
研
究
室
か
ら
成
る
大
き
な
教

室
で
す
。
元
々
は
腫
瘍
の
血
管

新
生
に
焦
点
を
あ
て
て
い
た
研

究
室
で
す
が
、
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
た
腫
瘍
免
疫
学
に
対

し
て
も
舵
を
と
り
、
時
代
の
潮

流
に
合
わ
せ
た
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
私
は
そ
の
中
で
ト
ラ

Ｓ
）
の
発
見
者
の
一
人
で
、
当

研
究
室
で
は
長
き
に
わ
た
り
Ｍ

Ｉ
Ｓ
を
中
心
と
し
た
幅
広
い
研

究
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

数
多
く
の
刀
林
会
の
先
輩
方
が

学
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
当
研
究

ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー

チ
を
専
門
と
す
るPrincipal 

Investigator(PI)

で
あ
る

D
an G

. D
uda

博
士
の
研
究

室
に
所
属
し
て
お
り
ま
す
。

　

D
uda

先
生
の
も
と
に
は
こ

れ
ま
で
一
般
・
消
化
器
外
科
よ

り
落
合
大
樹
先
生
、
星
野
好
則

留
学
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告
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学
報
告

留
学
報
告

留
学
報
告

高
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信
博
（
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回
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M
assachusetts G

eneral H
ospital

室
で
は
近
年
Ｍ
Ｉ
Ｓ
の
卵
巣
癌

に
関
す
る
作
用
を
報
告
し
て
以

来
、
卵
巣
癌
の
研
究
が
盛
ん
で

あ
り
、
私
は
こ
の
卵
巣
癌
に
対

す
るCRISPR-Cas9

技
術
を

用
い
た
遺
伝
子
治
療
に
関
す
る

研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ボ

ス
ト
ン
に
は
多
く
の
医
療
機

関
、
大
学
や
研
究
施
設
が
密
集

し
、
非
常
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

街
で
あ
り
、
他
施
設
と
の
交
流

も
盛
ん
で
す
。
私
の
研
究
は

M
assachusetts Institute 

of Technology(M
IT)

と
の

共
同
研
究
で
あ
り
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の

研
究
室
と
も
頻
繁
に
交
流
し
、

遺
伝
子
工
学
の
基
礎
や
遺
伝
子

治
療
の
技
術
な
ど
、
様
々
な
こ

と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ま
だ
渡
米
し
て
半
年

で
は
あ
り
ま
す
が
、
様
々
な

三
四
会
、
刀
林
会
の
先
輩
方
に

先
生
、
茂
田
浩
平
先
生
、
呼
吸

器
外
科
よ
り
羽
藤
泰
先
生
が
留

学
さ
れ
、
慶
應
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
研
究
テ
ー
マ
は
腫
瘍
微

小
環
境
の
改
善
に
よ
る
腫
瘍
免

疫
の
賦
活
で
あ
り
、
主
に
肝
細

胞
癌
を
対
象
と
し
、
種
々
の
治

療
に
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

阻
害
剤
を
組
み
合
わ
せ
た
治
療

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま

す
。
評
価
方
法
と
し
て
は
一
般

的
な
分
子
生
物
学
的
な
実
験
を

行
う
傍
ら
、
生
体
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
の
手
法
に
関
す
る
知
識
・
経

験
の
蓄
積
が
豊
富
に
あ
る
た

め
、
こ
れ
ら
を
教
わ
り
試
し
て

い
ま
す
。

　

教
室
外
と
の
交
流
に
関
し
て

も
、
他
の
基
礎
研
究
室
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
ト
、
臨
床
研
究
へ
の

関
与
、
多
岐
に
渡
る
分
野
の
著

名
人
を
招
聘
し
て
の
講
演
会
な

ど
、
多
く
の
機
会
が
あ
り
素
晴

ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

お
世
話
に
な
り
、
日
本
の
外
へ

出
て
改
め
て
日
本
の
良
さ
、
慶

應
や
刀
林
会
の
強
い
つ
な
が
り

を
身
に
染
み
て
感
じ
て
お
り
ま

す
。
一
方
で
研
究
室
で
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
は
と
て
も
新
鮮
で
世
界
中

か
ら
全
く
異
な
る
価
値
観
を

持
っ
た
人
が
集
ま
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
毎
日
の
よ
う
に
実

感
し
て
い
ま
す
。
留
学
中
、
こ

う
し
た
日
本
に
は
な
い
米
国
な

ら
で
は
の
考
え
方
や
文
化
に
つ

い
て
も
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
機
会
を

大
い
に
生
か
し
て
多
く
の
こ
と

を
吸
収
し
、
帰
国
後
に
役
立
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
て
お
り
ま
す
。

　

ボ
ス
ト
ン
は
日
本
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
の
交
流
も
活
発
で

す
。
渡
米
後
の
情
報
源
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
小
さ
い
故
に
普
段
は
接
点
が

な
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
る
方
と

知
り
合
う
機
会
が
あ
る
こ
と
も

大
変
有
難
い
で
す
。

　

語
学
や
環
境
に
戸
惑
う
こ
と

も
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら

を
含
め
て
も
世
界
が
広
が
っ
た

よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
都
度
大
き
な
感
動
を
得
て

い
ま
す
。
残
り
の
留
学
期
間
で

ど
の
よ
う
な
経
験
が
で
き
る
の

か
、
非
常
に
楽
し
み
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
留

学
に
際
し
て
ご
高
配
を
賜
り
ま

し
た
北
川
雄
光
教
授
、
長
谷
川

博
俊
先
生
、
刀
林
会
の
諸
先
生

方
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
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帝
京
大
学
外
科
准
教
授

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
つ
い
て

　

今
か
ら
思
う
と
吉
日
が
や
っ

て
来
た
。
10
年
前
に
心
臓
外
科

が
僕
の
担
当
す
る
血
管
外
科
の

手
術
を
す
べ
て
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
日
か
ら
大
学

院
に
ほ
ぼ
専
念
で
き
る
環
境

に
な
っ
た
。
当
時
は
血
管
外

科
、
東
洋
医
学
、
移
植
免
疫
学

の
3
講
座
の
大
学
院
の
指
導
教

授
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
３
６
５

日
24
時
間
緊
急
手
術
に
備
え
て

待
機
し
て
い
た
10
数
年
が
終
了

し
た
。
そ
こ
で
50
歳
か
ら
筋
ト

レ
を
始
め
た
。
こ
れ
は
漢
方
の

師
匠
で
あ
る
松
田
邦
夫
先
生
が

日
頃
「
漢
方
だ
け
で
は
治
ら
な

い
。
運
動
を
し
な
さ
い
！
」
と

言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
根
底
に

あ
る
。
そ
し
て
51
歳
か
ら
金
槌

親
爺
が
水
泳
に
挑
戦
し
、
52
歳

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
（
ス
イ

ム
１.

５
ｋ
ｍ
、
自
転
車
40
ｋ

ｍ
、
ラ
ン
10
ｋ
ｍ
）
を
完
走
し

た
。
凝
り
性
な
僕
は
、
そ
の
後

日
本
で
最
長
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
に
挑
戦
し
た
く
な
り
、
な
ん

と
1
年
後
の
53
歳
時
に
、
佐
渡

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
タ
イ
プ
Ａ

（
ス
イ
ム
３.

８
ｋｍ
、
自
転
車

１
９
０
ｋｍ
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

42.

2
ｋ
ｍ
）
を
14
時
間
18
分

で
完
走
し
た
。
そ
し
て
今
で
も

趣
味
と
し
て
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
の
練
習
は
続
け
て
い
る
し
、

時
々
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
は

挑
戦
し
て
い
る
。

　

若
い
起
業
家
や
投
資
家
に
会

う
と
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
が
趣
味

の
人
も
多
く
、
ま
た
こ
ん
な
短
い

時
間
で
最
長
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
を
完
走
で
き
た
こ
と
を
知
る

と
僕
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
と
集

中
力
に
敬
意
を
評
し
て
く
れ
る
。

そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
ト

ン
ト
ン
拍
子
に
進
む
き
っ
か
け

に
な
る
。
最
近
は
医
療
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
問
題
と
起
業
家

諸
君
の
知
恵
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
こ
と
が
楽
し
く
な
っ
て
い

る
。
血
管
外
科
医
だ
け
の
10
年

前
よ
り
は
実
は
忙
し
い
。し
か
し
、

自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

忙
し
さ
に
て
そ
れ
も
苦
に
な
ら

な
い
。
仕
事
と
余
暇
が
融
合
し
て

常
時
働
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
だ
。

そ
ん
な
楽
し
い
人
生
の
入
り
口

と
な
っ
た
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。
最

近
は
自
分
を
「
健
康
と
医
療
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
屋
」
と
名
乗
っ

て
い
る
。
ラ
ボ
の
立
ち
上
げ
か
ら

応
援
し
て
頂
い
た
小
平
進
先
生
、

高
見
博
先
生
、
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
医

学
賞
を
祝
っ
て
頂
い
た
池
田
正

先
生
、
そ
し
て
こ
ん
な
僕
を
暖
か

く
見
守
っ
て
頂
い
て
い
る
現
医

学
部
長
の
川
村
雅
文
先
生
な
ど

歴
代
の
帝
京
大
学
外
科
主
任
教

授
と
慶
応
関
係
者
の
皆
様
に
深

謝
申
し
上
げ
る
。

趣
　味

趣
　味

な
で
し
こ
外
科
医

な
で
し
こ
外
科
医

　

日
本
を
離
れ
て
19
年
。
在

住
す
るBoston

で
お
り
し

もAssociation of W
om

en 
Surgeon

のM
eeting

が
開

催
さ
れ
て
い
る
際
に
、
な
で
し

こ
外
科
医
の
原
稿
依
頼
を
頂
き

ま
し
た
。
外
科
医
を
辞
め
て
か

ら
だ
い
ぶ
時
間
が
た
っ
て
お

り
、
何
が
書
け
る
か
不
安
で
あ

り
ま
す
が
思
う
ま
ま
に
書
か
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

父
が
外
科
医
で
あ
っ
た
こ
と

が
外
科
医
に
な
り
た
い
と
思
っ

た
一
番
の
理
由
だ
と
思
い
ま

す
。
父
が
勤
務
医
だ
っ
た
幼
い

頃
は
勤
務
先
の
病
院
に
会
い
に

行
き
、
開
業
し
て
か
ら
は
父
の

仕
事
は
と
て
も
身
近
に
な
り
ま

し
た
。
最
近
日
本
の
家
を
整
理

し
た
際
、
小
さ
い
頃
の
作
文
な

ど
を
読
み
返
し
て
見
ま
す
と
父

の
外
科
医
と
し
て
の
忙
し
さ
が

子
供
の
目
線
か
ら
書
か
れ
て
お

り
、「
ど
こ
に
も
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
な
い
、
で
も
父
を
手
伝

い
た
い
、
大
き
く
な
っ
た
ら
外

科
医
に
な
り
た
い
」
と
、
我
な

が
ら
ほ
ほ
え
ま
し
く
感
じ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
姉
も
同
じ
よ
う

に
書
い
て
お
り
、
外
科
医
は
す

ば
ら
し
い
職
業
と
思
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。
い
ざ
医
師
へ
の
道

が
間
近
に
な
る
と
、
ま
わ
り
の

外
科
医
は
大
変
と
い
う
言
葉
を

聞
き
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
父
に
届
く
刀
林
を
通
じ
て

向
井
先
生
が
外
科
医
と
な
っ
た

こ
と
、
そ
の
向
井
先
生
が
縁

あ
っ
て
我
が
家
を
訪
問
し
た

時
の
こ
と
を
母
か
ら
と
て
も

charm
ing

な
先
生
と
聞
い
て

い
た
こ
と
か
ら
、
女
子
で
も
で

き
る
ん
だ
、
と
心
に
留
め
て
お

り
ま
し
た
。
私
が
医
師
に
な
っ

た
の
は
昭
和
！
の
時
代
。ま
だ
、

外
科
の
女
医
は
数
少
な
い
存
在

で
し
た
が
、
や
り
た
い
と
思
う

こ
と
を
や
ら
な
い
と
悔
い
が
残

る
と
外
科
の
道
に
進
む
決
心
を

し
ま
し
た
。
大
学
卒
業
前
の
初

冬
に
当
時
研
修
医
担
当
で
あ
っ

た
寺
本
龍
生
先
生
と
お
会
い
す

る
時
間
を
頂
い
た
際
、
歓
迎
の

言
葉
を
頂
き
嬉
し
く
帰
途
に
着

い
た
と
き
の
こ
と
は
い
ま
で
も

鮮
明
に
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
最
後
の
外
科
研
修
医

の
な
か
、
女
医
は
私
一
人
で
し

た
。
自
分
の
目
標
と
し
て
、
女

性
で
あ
る
こ
と
に
甘
え
ず
に
、

女
性
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

（
優
し
い
）
外
科
医
に
な
ろ
う

と
決
心
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
父

の
、
女
の
子
は
優
し
く
な
く
て

は
い
け
な
い
、
と
い
う
教
え
に

従
っ
た
も
の
で
す
。
実
行
で
き

て
い
た
か
ど
う
か
は
別
で
す
。

当
時
は
２
人
一
組
で
各
部
門
を

ま
わ
っ
て
い
た
の
で
、
相
方
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
頑

張
っ
た
つ
も
り
で
す
が
、
相
方

半
谷　

H
oger　

七
重
（
67
回
）

S
anofi

G
lobal S

afety O
ffi

cer

は
も
っ
と
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
同
期
の
仲
間

を
は
じ
め
、
指
導
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
、
病
棟
関
係
の

方
々
に
は
懐
深
く
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
り
、
大
変
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
今
で
は
と
て
も

よ
い
思
い
出
で
あ
り
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
患
者

さ
ん
か
ら
も
励
ま
し
の
お
声
を

頂
い
た
り
多
く
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　

専
攻
し
た
呼
吸
器
外
科
で
は

同
期
３
人
（
柿
崎
徹
先
生
、
澤

藤
誠
先
生
、
山
本
達
也
先
生
）

と
忙
し
く
臨
床
と
研
究
に
携
わ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
頃
は
普
通

に
や
っ
て
い
て
は
と
て
も
か
な

わ
な
い
と
思
い
、
ち
ょ
っ
と
背

伸
び
し
て
頑
張
っ
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
研
究

室
（
教
室
）
の
先
生
方
は
熱
心

に
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、
臨
床

と
研
究
に
充
実
し
た
生
活
で
し

た
。
出
向
後
も
多
数
の
手
術
と

臨
床
経
験
（
池
田
高
明
先
生
の

下
で
癌
手
術
、
加
勢
田
静
先
生

の
下
で
胸
腔
鏡
手
術
と
）、
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
辛

い
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
充
実

し
た
日
々
で
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
私
生
活
は
と
い
う
と
家

族
に
は
か
な
り
サ
ポ
ー
ト
し
て

も
ら
っ
て
お
り
、
甘
え
て
お
り

ま
し
た
。

　

小
林
紘
一
先
生
、
川
村
雅
文

先
生
の
勧
め
で
留
学
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
外
科
医
で
培
っ
た

体
力
と
気
力
で
頑
張
り
つ
つ

時
に
は
息
抜
き
を
充
実
し
た

生
活
を
送
る
中
、
現
在
の
夫

と
知
り
合
い
ま
し
た
。
そ
の

後
数
年
研
究
を
続
け
ま
し
た

が
、
夫
が
転
職
でCalifornia

か
らN

ew
 Jersey

に
行
く

事
に
な
り
、
１
年
の
別
居
生

活
の
後
私
も
Ｎ
Ｊ
に
移
り

２
０
０
７
年
よ
り
フ
ラ
ン
ス
の

製
薬
会
社
に
勤
務
、G

lobal 
Pharm

acovigilance

と
い

う
部
門
に
お
り
ま
す
。
直
接

医
師
と
接
触
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
の
で
皆
さ
ん
に

は
馴
染
み
の
な
い
職
種
だ
と

思
い
ま
す
。
５
年
ほ
ど
前
か

ら
、G

lobal Safety O
ffi

cer

と
い
う
職
に
就
き
、
い
く
つ

か
のO

ncology Products

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
臨
床

試
験
に
入
る
前
の
段
階
に
あ

るProjects

か
ら
す
で
に

市
販
さ
れ
て
い
る
薬
品
ま
で

の
薬
品
を
担
当
し
日
々
忙
し

く
し
て
お
り
ま
す
。
新
し
い

Science 

を
学
び
、
担
当
し

て
い
るProducts/Projects

のSafety Signal

を
い
ち

早
く
見
つ
け
、
分
析
し
た

り
、Benefit/risk balance

の
評
価
、
い
ろ
い
ろ
な
資

料
（Protocol, Periodic 

reports, C
linical study 

reports

な
ど
）
を
書
く
こ
と

が
仕
事
の
多
く
を
占
め
、
患
者

さ
ん
を
中
心
にBenefit/risk

を
考
え
る
こ
と
は
外
科
医
の
仕

事
と
は
か
け
離
れ
て
い
ま
す

が
、
医
師
と
し
て
の
基
本
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

社
内
の
他
部
門
、
各
国
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
、H

ealth 
Authorities

の
突
然
の

Request

に
こ
た
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
提
出
期
限
も
短

期
の
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

外
科
医
と
し
て
訓
練
さ
れ
た
い

つ
で
も
臨
機
応
変
に
対
応
で
き

る
力
の
発
揮
ど
こ
ろ
で
も
あ
り

経
験
が
大
変
役
に
立
っ
て
お
り

ま
す
。
１
年
ほ
ど
前
も
徹
夜
で

D
ata

を
解
析
しReport

を

書
き
上
げ
た
り
、
先
日
も
飛
行

機
で
の
仮
眠
後
一
日
中
会
議
に

出
席
し
た
り
、
ま
だ
ま
だ
若

い
！
な
ど
と
思
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
い
つ
で
も
緊
急
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
や
れ
る
こ
と
は

や
っ
て
し
ま
う
性
格
で
す
し
、

ど
ん
な
事
に
もFlexible

に

や
さ
し
さ
を
も
っ
て
対
応
す
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

会
社
に
は
多
数
の
国
々
の
人

が
働
い
て
お
り
、
ま
た
世
界
中

の
国
々
と
交
流
が
あ
り
ま
す
。

社
内
に
は
女
医
も
多
数
働
い
て

お
りLeader

のPosition

に

い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

重
要
なD

ecision　

M
aker

で
あ
っ
た
り
、M

eeting

で
も

積
極
的
に
意
見
を
言
う
一
方
、

肩
肘
張
っ
た
感
じ
は
ま
っ
た
く

な
く
、Friendly

でCharm
ing

で
す
。
男
女
と
も
に
責
任
感
が

強
く
熱
心
で
お
互
い
に
協
力
し

合
う
気
持
ち
の
強
い
人
の
集
ま

り
で
す
の
で
仕
事
は
し
や
す
い

で
す
。
民
族
、
宗
教
、
文
化
、

言
語
の
違
う
人
々
が
集
ま
る

と
、Sm

ooth

に
行
か
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は

お
互
い
を
尊
重
し
つ
つ
自
分
の

意
見
も
言
う
こ
と
で
う
ま
く
い

く
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

か
り
か
り
し
て
い
て
は
よ
い
仕

事
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
人
生
が

つ
ま
ら
な
く
な
る
と
思
う
の
で

す
。
楽
し
く
仕
事
が
で
き
れ
ば

幸
せ
で
す
。「
大
ら
か
に
な
り

な
さ
い
」、
と
は
私
が
留
学
す

る
時
に
送
り
出
し
て
く
だ
さ
っ

た
、
宮
沢
直
人
先
生
の
お
言
葉

で
父
の
優
し
く
と
い
う
言
葉
同

様
、
心
に
留
め
実
行
す
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

外
科
医
を
離
れ
て
久
し
く
な

り
ま
す
がSpirit

は
い
つ
も
外

科
医
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
慶
應
の
外
科
学
教
室
で

学
ん
だ
こ
と
は
一
生
の
宝
で

す
。
医
師
と
し
て
直
接
患
者
さ

ん
を
治
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
外
科
医
で
学
ん
だ
経
験
を

生
か
し
、今
の
仕
事
を
通
じ
て
、

医
療
、
医
学
に
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
生
活
で
は
、
昔
の
私
を
知

る
方
た
ち
に
は
信
じ
が
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
家
事
一
般
は
得

意
？
で
す
。
料
理
、
特
に
お
菓

子
作
り
や
パ
ン
作
り
に
目
覚
め

ま
し
た
。
手
を
使
う
こ
と
が
好

き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
何

で
も
熱
中
す
る
た
ち
で
あ
り
、

研
究
す
る
た
ち
で
す
。
失
敗
は

検
証
す
る
よ
う
に
し
、
い
ろ
い

ろ
科
学
し
て
い
ま
す
。
庭
仕
事

に
も
精
を
出
し
た
頃
が
あ
り
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
庭
に
出
没

す
る(

棲
ん
で
い
る
？)

動
物

達
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で

止
め
ま
し
た
。

　

目
下
の
楽
し
み
は
旅
行
、

ski

（d
o

w
n

h
ill/cro

ss 
country), hiking/w

alking, 

乗
馬
で
す
。
乗
馬
は
車
で
１
分

の
と
こ
ろ
に
馬
場
が
あ
り
、
最

近W
elsh Pony 

（
♀
）
を
購

入
、
毎
日
乗
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
世
話
に
は
せ
っ
せ
と
毎

日
通
っ
て
い
ま
す
。
厩
の
掃
除

も
し
ま
す
。

　

な
で
し
こJapan

の
や
ま

と
な
で
し
こ
は
「
か
わ
ら
な
で

し
こ
」、花
言
葉
は
大
胆
、才
能
、

純
愛
。
女
性
外
科
医
に
ぴ
っ
た

り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
！

外
科
学
教
室
の
女
医
の
皆
さ
ん

が
ま
す
ま
す
美
し
く
大
胆
に
咲

き
つ
づ
け
ま
す
よ
うYale

を

送
り
ま
す
。

　

ま
た
男
性
の
先
生
方
に
は
こ

れ
ま
で
の
ご
理
解
ご
協
力
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

も
な
で
し
こ
外
科
医
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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近
況
報
告

近
況
報
告

44
回
生

〜
43

世
界
脳
神
経
外
科
学
会

終
身
名
誉
会
長

神
野　

哲
夫

（
44
回
）

丸
田　

守
人

（
44
回
）

遠
藤　

昌
夫

（
44
回
）

若
い
先
生
方
、
頑
張
っ
て
下
さ
い

　

44
回
生
の
小
生
も
随
分
年
を

取
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
は
お

元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　

小
生
、
普
通
部
以
来
約
20
年

慶
應
に
所
属
後
、
藤
田
医
科
大

　

大
学
病
院
開
院
以
来
31
年
間

お
世
話
に
な
っ
た
藤
田
保
健
衛

生
大
学
を
退
任
し
た
の
が
、
平

成
16
年
で
し
た
。関
連
病
院（
三

惠
会
服
部
病
院
）
に
勤
め
て
す

で
に
15
年
に
な
り
ま
し
た
。
全

麻
の
手
術
も
含
め
て
外
科
診
療

　

足
掛
け
20
年
に
わ
た
っ
て
慶

應
に
勤
務
し
た
後
、
平
成
8
年

〜
21
年
ま
で
さ
い
た
ま
市
立
病

院
に
勤
務
し
ま
し
た
。
市
立
病

院
の
近
代
化
に
取
り
組
み
、
院

長
就
任
の
翌
年
に
は
開
設
後
初

め
て
の
黒
字
化
と
以
後
の
黒
字

経
営
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
退
職
後
は
、
名
誉
院
長

と
し
て
小
児
外
科
の
診
療
に
協

力
し
て
い
ま
す
。

　

さ
い
た
ま
市
で
は
、
医
療
も

の
づ
く
り
都
市
構
想
推
進
委
員

会
委
員
、
も
の
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
、
小
児
外
科
医
療
器
具
の
開

発
促
進
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
厚
労
省
の
関
東
信
越
厚
生

局
指
導
官
と
し
て
医
療
機
関
の

学
に
籍
を
置
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
慶
應
を
外
か
ら
見
る

チ
ャ
ン
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
や

は
り
、
慶
應
は
福
澤
先
生
の
創

立
精
神
を
力
強
く
引
き
継
が
れ

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

脳
外
科
も
変
わ
り
ま
し
た

ね
。
若
い
世
代
の
方
々
も
、
ま

さ
か
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
手
術
の

み
さ
れ
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
が
。
司
馬
遼
太
郎
や
ゲ
ー
テ

は
言
っ
て
い
ま
す
。「
私
の
主

治
医
は
ま
ず
宗
教
を
勉
強
し
、

そ
し
て
哲
学
を
勉
強
し
、
そ
れ

か
ら
医
学
を
学
ん
だ
人
に
な
っ

て
欲
し
い
」
と
。
我
々
の
職
業

は
大
変
で
す
ね
。

ど
う
ぞ
、
今
後
も
外
科
系
、
私

学
を
リ
ー
ド
さ
れ
ん
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

を
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
一
生
懸

命
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
平

成
12
年
に
阿
部
令
彦
教
授
が

設
立
し
た
日
本-

チ
ェ
コ
外
科

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
お
手
伝
い
を

続
け
、
平
成
24
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

国
際
医
療
連
携
機
構
を
同
級
生

神
野
哲
夫
教
授
が
立
ち
上
げ
の

お
手
伝
い
を
し
た
り
、
平
成
28

年
に
は
日
本
臨
床
肛
門
病
学
会

を
設
立
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
慶
應
義
塾
卒
業
50
年
以

来
、
塾
の
催
し
に
参
加
し
て
塾

歌
や
応
援
歌
を
歌
う
と
涙
が
出

て
来
ま
す
。
妻
、
幸
子
も
元
気

で
、
孫
は
高
2
を
先
頭
に
3
人

で
す
。

保
険
請
求
審
査
・
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

生
業
と
し
て
は
、
日
新
製
鋼

（
株
）
の
本
社
診
療
所
の
所
長
・

産
業
医
と
し
て
週
4
日
勤
務

し
、
本
社
と
傘
下
企
業
5
社
の

健
康
管
理
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

現
役
時
代
に
開
発
し
て
、
日

本
、
米
国
、
Ｅ
Ｕ
の
特
許
を
取

得
し
た
小
児
の
腹
腔
鏡
下
鼠
径

ヘ
ル
ニ
ア
根
治
術
用
器
具
の
販

売
促
進
、
講
演
、
手
術
指
導
な

ど
に
携
わ
り
、
直
近
で
は
ベ
ト

ナ
ム
で
の
手
術
指
導
、
国
営
Ｔ

Ｖ
放
送
で
の
紹
介
を
機
に
同
国

へ
の
輸
出
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　

健
康
管
理
で
は
、
Ⅱ
型
Ｄ
Ｍ

を
発
症
し
た
の
を
機
に
、食
事
・

運
動
療
法
を
開
始
し
、
６
ｋ
ｇ

の
減
量
、
毎
朝
5
時
半
に
起
床

し
て
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
と
５
０
０
ｇ
の
荷
重
を

か
け
た
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
素
振

り
を
３
０
０
回
行
っ
て
い
ま

す
。
お
か
げ
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
、
ド
ラ
コ
ン
、
ニ
ア
ピ
ン
な

ど
を
経
験
し
な
が
ら
ゴ
ル
フ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

宮
澤　

直
人

（
43
回
）

木
曽　

一
誠

（
44
回
）

青
木　

亮
一

（
44
回
相
当
）

　

日
本
対
が
ん
協
会
で
無
料
が

ん
電
話
相
談（
私
は
肺
癌
中
心
）

と
定
年
ま
で
居
り
ま
し
た
平
塚

市
民
病
院
で
緩
和
チ
ー
ム
の
一

員
と
な
っ
て
の
回
診
を
、
そ
れ

　

定
年
で
心
臓
外
科
医
を
辞
し

て
14
年
近
く
な
る
。
高
齢
者
医

療
を
7
年
間
、
そ
の
後
「
宇
都

宮
記
念
病
院
・
総
合
健
診
セ
ン

タ
ー
」
で
予
防
医
学
の
世
界
に

　

傘
寿
を
越
え
て
体
力
・
気
力

が
低
下
し
転
職
に
も
限
界
が
見

え
て
来
た
。
従
っ
て
残
念
で
あ

　

こ
の
３
月
、
半
世
紀
一
緒
に

過
ご
し
た
妻
が
黄
泉
の
国
へ
旅

立
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
乳
が
ん

初
回
治
療
14
年
後
に
再
発
、
以

後
5
年
強
と
い
う
長
い
経
過
で
、

こ
の
日
が
来
る
こ
と
は
分
か
っ

て
は
い
た
も
の
の
寂
し
い
限
り

ぞ
れ
２
回
／
月
で
や
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
ち
ら
も
や
り
甲
斐
の

あ
る
仕
事
で
、
お
蔭
さ
ま
で
最

新
の
医
療
に
は
遅
れ
ず
に
済
ん

で
い
ま
す
。
脊
柱
管
狭
窄
症
が

Ｍ
Ｒ
Ｉ
上
は
立
派
な
の
が
あ
り

ま
す
が
、
臨
床
上
は
慢
性
痛
に

よ
る
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
で
ロ
コ

モ
症
候
群
か
ら
寝
た
き
り
に

ま
っ
し
ぐ
ら
の
診
断
を
受
け
、

そ
う
は
な
ら
ず
と
専
ら
朝
夕
の

散
歩
で
持
続
可
能
な
筋
力
ア
ッ

プ
を
励
ん
で
い
ま
す
。
他
は
音

楽
、
読
書
、
思
索
を
楽
し
ん
で

い
る
時
間
が
多
い
で
す
。

い
る
。
健
診
で
は
他
の
病
院
／

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
診
療
状
況
も
見

え
る
。
過
度
な
医
療
も
多
く
複

数
科
に
通
う
人
は
毎
日
20
種
類

以
上
の
投
薬
（
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
）
の
実
態
は
諸
外
国
で
は

聞
か
な
い
。
原
因
の
一
つ
は
実

は
医
師
過
剰
と
思
っ
て
い
る
。

医
学
部
受
験
で
は
女
性
差
別
問

題
に
端
を
発
し
、
公
平
な
判
定

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

受
診
者
よ
り
医
療
側
の
幸
せ
を

求
め
る
医
師
が
増
え
れ
ば
、
徒

弟
制
度
の
残
る
外
科
系
は
ま
す

ま
す
厳
し
い
状
態
に
な
る
の
で

は
と
わ
た
し
は
憂
い
て
い
る
。

る
が
30
年
間
ひ
た
す
ら
走
り
続

け
た
開
業
医
を
一
年
間
前
に
辞

め
ま
し
た
。
家
庭
医
と
し
て
信

頼
さ
れ
て
い
た
の
で
そ
の
絆
を

断
つ
の
は
大
変
な
決
心
を
要
し

た
。
血
の
通
っ
た
医
療
器
械
も

処
分
し
楽
し
く
働
い
た
日
々
を

回
顧
し
て
い
る
。
余
暇
の
利
用

が
下
手
だ
っ
た
の
で
人
間
的
に

成
長
せ
ず
見
聞
の
少
な
い
退
屈

な
俗
物
な
っ
て
い
た
。
余
生
は

囲
碁
を
始
め
て
別
の
新
し
い
宇

宙
を
体
験
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

で
す
。
乳
腺
班
諸
氏
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
伴
侶
を
失
う
こ

と
は
人
生
最
大
の
ス
ト
レ
ス
と

何
か
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
。
そ
の
半

年
後
か
ら
は
次
女
一
家
が
引
っ

越
し
て
き
て
く
れ
て
同
じ
屋
根

の
下
と
な
り
、
事
態
は
だ
い
ぶ

改
善
さ
れ
た
も
の
の
、
9
か
月

経
っ
た
今
で
も
非
日
常
か
ら
脱

出
で
き
な
い
で
い
ま
す
。

　

自
宅
近
く
の
上
板
橋
病
院
で

週
3
日
、
ド
ッ
ク
、
内
科
・
外

科
外
来
を
担
当
、
ま
た
慶
應
義

塾
定
年
退
職
者
の
会
（
慶
應
風

月
会
）会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

野　

肇
一

（
44
回
）
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追
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追
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　悼

故 

中
村
康
孝
先
生
（
51
回
・
享
年
71
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
偲
ん
で

故 
樋
口
公
明
先
生
（
28
回
）
を
偲
ん
で

池
端　

幸
彦
（
59
回
）

細
田　

洋
一
郎（
50
回
）

医
療
法
人
池
慶
会
池
端
病
院 

理
事
長

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
埼
玉
支
部
医
療
顧
問

（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
埼
玉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長
）　

中
村
康
孝
先
生
急
逝
の
訃
報

が
届
い
た
の
は
、
２
０
１
８
年

6
月
27
日
私
が
東
京
出
張
中
の

事
で
し
た
。
あ
ま
り
に
突
然
の

こ
と
で
茫
然
自
失
、
数
年
前
に

軽
い
脳
出
血
を
患
わ
れ
リ
ハ
ビ

リ
に
専
念
さ
れ
た
時
期
は
あ
り

ま
し
た
が
ま
た
診
療
に
戻
ら
れ

て
、
少
々
肝
臓
が
弱
っ
て
い
る

も
の
の
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
だ
け

に
、
な
か
な
か
心
の
整
理
が
つ

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
自
身
の

　

私
が
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部

外
科
学
教
室
の
6
年
間
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
終
え
、
昭
和
52

年
に
社
会
保
険
埼
玉
中
央
病
院

（
現
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
埼
玉
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
）
に
赴
任
し
た
と

き
に
樋
口
公
明
先
生
は
副
院
長

で
し
た
。
外
科
部
長
は
椎
名
栄

一
先
生
で
し
た
の
で
、
チ
ー
フ

出
張
後
は
お
二
人
か
ら
外
科
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し
た
。
毎

日
の
よ
う
に
手
術
を
し
、
手
術

が
終
わ
っ
た
夕
方
か
ら
は
お
酒

を
飲
み
な
が
ら
、
今
日
の
手
術

の
振
り
返
り
を
す
る
毎
日
で
し

た
。

　

樋
口
先
生
は
、
国
立
栃
木
病

院
で
ご
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
当
時
「
埼
中
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
当
院
に
、
昭
和
45

年
2
月
1
日
よ
り
副
院
長
と
し

て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
甲
状
腺

事
は
あ
ま
り
お
話
に
な
ら
な
い

先
生
で
し
た
の
で
、
実
は
ご
専

門
の
肝
癌
で
自
ら
手
術
加
療
を

模
索
し
な
が
ら
必
至
に
治
療
さ

れ
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た

の
は
、
翌
朝
東
京
か
ら
戻
り
そ

の
足
で
ご
自
宅
に
駆
け
つ
け
た

後
の
事
で
し
た
。

　

私
と
中
村
先
生
は
同
じ
福
井

県
越
前
市
で
父
同
士
が
病
院
を

開
業
し
て
い
た
事
も
あ
り
子
供

の
頃
か
ら
存
じ
上
げ
て
は
お
り

ま
し
た
が
、
医
師
に
な
っ
て
か

ら
初
め
て
お
会
い

し
た
の
は
、
私
が

１
９
８
６
年
に
父

の
病
院
を
継
承
す

る
た
め
に
地
元
に

戻
っ
て
程
な
く
し

た
頃
で
し
た
。
同

じ
慶
應
一
般
・
消

化
器
外
科
出
身

で
、
奇
し
く
も
二

人
と
も
阿
部
令
彦

名
誉
教
授
に
ご
媒

酌
を
お
願
い
し
て

い
た
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
そ
れ
か
ら

と
い
う
も
の
、
当

院
で
の
手
術
を
ご

指
導
頂
く
一
方
、

先
生
の
病
院
で
の

全
麻
手
術
に
度
々

声
を
か
け
て
頂

外
科
な
ら
び
に
胃
の
外
科
で

大
変
ご
高
名
な
先
生
で
、
学

問
、
手
術
を
ご
指
導
い
た
だ
い

た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
公
私
と
も
に
本
当
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
リ

サ
ー
チ
の
こ
と
も
心
配
し
て
く

だ
さ
り
、
3
か
月
間
と
い
う
長

き
に
わ
た
り
臨
床
を
離
れ
て

オ
ー
ト
ラ
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の

勉
強
に
千
葉
の
放
射
線
医
学
研

究
所
に
行
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

お
酒
も
お
好
き
で
、
酒
豪
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
夕
方

の
オ
フ
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
の
時
間

に
な
る
と
お
呼
び
が
か
か
り
、

副
院
長
室
で
ウ
イ
ス
キ
ー
を
ご

馳
走
に
な
り
な
が
ら
先
輩
外
科

医
の
お
話
し
を
伺
い
、
外
科
医

の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
、
人
間
と

し
て
も
薫
陶
を
受
け
た
こ
と
が

懐
か
し

く
思
い

出
さ
れ

ま
す
。

　

昭
和

58
年
9

月
30
日

に
国
立

療
養
所

神
奈
川

病
院
の

院
長
で

き
、
時
に
は
術
者
ま
で
や
ら
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
術
後

は
ご
自
宅
に
招
待
頂
き
、
美
味

し
い
お
料
理
と
お
酒
を
頂
き
な

が
ら
、
手
術
、
診
療
以
外
に
も
、

病
院
経
営
か
ら
地
域
医
療
の
在

り
方
、
更
に
は
慶
應
外
科
で
の

思
い
出
話
ま
で
語
り
な
が
ら
深

夜
ま
で
続
く
宴
は
、
私
に
と
っ

て
は
正
に
開
業
の
辛
さ
を
忘
れ

ら
れ
る
至
福
の
ひ
と
と
き
で
し

た
。

　

私
が
慶
應
一
般
消
化
器
外
科

に
在
籍
し
て
い
た
当
時
、
福
井

出
身
と
わ
か
る
と
必
ず
中
村
康

孝
先
生
の
お
名
前
が
上
が
り
、

「『Annals of Surgery

』を
片

手
に
ア
メ
車
ト
ラ
ン
ザ
ム
を
乗

り
回
し
て
い
た
伝
説
的
な
先
生
」

と
し
て
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
が
、
地
域
の
中
核
病

院
で
あ
る
中
村
病
院
を
継
承
さ

れ
て
か
ら
の
先
生
は
、
福
井
の

よ
う
な
田
舎
で
も
最
前
線
の
医

療
を
提
供
し
た
い
と
い
う
強
い

信
念
か
ら
、
地
域
医
療
に
全
身

全
霊
を
注
が
れ
、
全
身
Ｃ
Ｔ
や

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
等
の
高
額

機
器
を
次
々
と
導
入
、
困
難
な

手
術
で
も
安
易
に
紹
介
は
せ

ず
、
島
津
元
秀
先
生
（
53
回
）

を
始
め
慶
應
か
ら
先
生
方
を
お

招
き
し
て
で
も
や
り
遂
げ
て
い

ま
し
た
。
更
に
近
隣
で
手
薄

栄
転
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
樋

口
先
生
が
築
か
れ
た
外
科
で
そ

の
3
年
後
（
昭
和
61
年
）
に
外

科
部
長
、平
成
4
年
に
副
院
長
、

平
成
18
年
か
ら
院
長
と
な
り
、

こ
れ
も
一
重
に
樋
口
先
生
の
背

中
を
追
っ
て
き
た
お
蔭
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

と
に
か
く
、
何
事
に
も
熱
心

で
根
気
が
よ
く
、
そ
の
努
力
に

は
い
つ
も
敬
服
し
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
現
在
の
よ
う
に
猫

も
杓
子
も
Ｐ
Ｃ
と
い
う
時
代
で

は
な
く
、
や
っ
と
マ
イ
ク
ロ
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
出
て
き
た
時

代
で
し
た
。
そ
れ
を
い
ち
早
く

購
入
し
、
使
い
こ
な
し
、
ご
自

分
の
デ
ー
タ
を
解
析
し
学
会
で

ご
発
表
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。常
に
新
し
い
知
見
を
求
め
、

追
及
し
て
い
く
姿
勢
に
常
々
感

服
し
て
い
ま
し
た
。

　

外
科
医
、
院
長
を
リ
タ
イ

ヤ
ー
後
も
奥
様
の
介
護
を
な

さ
っ
て
お
ら
れ
る
お
手
紙
を
い

た
だ
き
、
優
し
い
先
生
の
お
姿

が
目
に
映
り
ま
し
た
。

　

92
年
の
永
き
に
わ
た
り
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
ゆ
っ
く

り
、
お
休
み
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

だ
っ
た
循
環
器
分
野
で
も
、
大

変
な
ご
努
力
で
優
秀
な
循
環
器

医
を
多
く
招
聘
し
、
こ
の
地
域

で
本
格
的
な
循
環
器
セ
ン
タ
ー

を
作
り
た
い
と
い
う
夢
を
楽
し

そ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出

し
ま
す
。
い
つ
し
か
ほ
と
ん
ど

夜
の
外
出
も
控
え
、
そ
れ
こ
そ

24
時
間
３
６
５
日
常
に
患
者
様

の
こ
と
を
考
え
、
昼
夜
を
問
わ

ず
ふ
ら
っ
と
病
棟
に
顔
を
出
さ

れ
る
先
生
の
お
姿
は
、
も
う
一

つ
の
伝
説
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
酒
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た

先
生
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最

近
は
体
調
の
事
も
あ
り
自
重
さ

れ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

写
真
は
、
２
０
１
４
年
11
月
、

中
村
先
生
（
前
列
左
端
）
と
筆

者
（
前
列
右
端
）
が
、
福
井
で

開
催
さ
れ
た
学
会
に
い
ら
し
た

諸
角
強
英
先
生
（
53
回
・
前
列

中
央
）
や
尾
澤
巌
先
生
（
60

回
・
後
列
左
か
ら
二
番
目
）
方

と
の
懇
親
会
の
お
席
で
の
一
コ

マ
で
す
が
、
と
に
か
く
慶
應
を

こ
よ
な
く
愛
さ
れ
て
い
た
先
生

が
、
こ
の
時
ば
か
り
は
久
し
ぶ

り
の
外
で
の
お
酒
と
同
窓
と
の

語
ら
い
を
楽
し
ま
れ
て
い
た
お

姿
は
、
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

地
域
医
療
に
か
け
る
先
生
の

思
い
が
沢
山
詰
ま
っ
た
素
晴
ら

し
い
新
病
院
が
昨
年
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
さ
れ
、
ま
だ
ま
だ
ご

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
た
だ
け

に
、
地
域
に
と
っ
て
も
私
に

と
っ
て
も
甚
だ
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
た
だ
幸
い
、
ご
子
息
、

ご
令
嬢
と
も
医
の
道
に
進
ま
れ

て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
ご

遺
志
を
し
っ
か
り
継
が
れ
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
こ

こ
に
改
め
て
先
生
を
ご
存
じ
の

刀
林
会
の
先
生
方
と
共
に
、
中

村
康
孝
先
生
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
私
か
ら

の
追
悼
の
言
葉
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。



（ 15 ）　　平成 30 年 12 月 21 日（金曜日）発行 刀　　　　林 第　112　号

追

　悼

追

　悼

故 
露
木
晃
先
生
（
52
回
）
を
偲
ん
で

奥
田　

誠
（
52
回
）

山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　

そ
れ
は
突
然
の
事
で
誰
し
も

が
驚
い
た
、
中
で
も
一
番
驚
い

た
の
は
君
自
身
だ
ろ
う
、
平
成

三
十
年
六
月
二
十
五
日
月
曜
朝

の
こ
と
だ
っ
た
。
幾
多
の
疾
病

や
外
傷
に
も
負
け
ず
古
稀
も
通

過
し
て
き
た
君
は
そ
の
死
を
予

想
す
ら
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

昭
和
四
十
二
年
日
吉
に
入
り
一

年
お
き
に
ス
ト
が
あ
っ
た
そ
ん

な
学
生
生
活
か
ら
始
ま
り
君
と

共
有
し
て
き
た
時
空
は
五
十
一

年
に
及
ぶ
。
学
三
の
時
体
育
会

の
雑
用
に
途
方
に
く
れ
た
時
、

君
の
優
し
さ
に
触
れ
た
は
じ
め

だ
っ
た
。
外
科
に
入
局
し
四
年

目
に
腸
班
に
二
人
で
入
っ
た
時

面
接
を
し
て
く
れ
た
馬
塲
正
三

先
生
（
36
回
）
は
す
で
に
浜
松

に
赴
任
さ
れ
小
平
進
先
生
（
42

回
）
は
ま
だ
が
ん
セ
ン
タ
ー
と

の
掛
け
持
ち
で
篠
原
央
先
生

（
50
回
）
が
班
を
実
質
仕
切
っ

て
い
た
。
チ
ー
フ
学
年
も
終
わ

る
こ
ろ
君
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
の

学
会
発
表
に
ぶ
ら
下
が
り
久
保

田
哲
郎
先
生
（
50
回
）
と
三
人

で
地
球
を
東
へ
東
へ
と
一
周
し

た
こ
と
は
思
い
出
深
い
。
太
平

洋
を
横
断
し
ボ
ス
ト
ン
で
村
山

信
篤
先
生
（
48
回
）
を
訪
ね
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
阿
部
令
彦
先

生
（
30
回
）
の
お
供
を
し
、
大

西
洋
を
渡
っ
て
ロ
ン
ド
ン
で
寺

本
龍
生
先
生
（
47
回
）
に
会
い
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
同
級
生

で
小
児
科
の
加
藤
俊

一
君
に
会
い
、
旅
の

最
後
に
バ
ル
セ
ロ
ナ

に
入
っ
た
。
君
の
学

会
発
表
の
こ
と
は
忘

れ
た
が
、
君
と
久
保

田
さ
ん
の
飲
み
っ
ぷ

り
に
は
驚
い
た
。
街

で
ワ
イ
ン
と
思
っ
て

買
っ
た
ら
お
酢
だ
っ

た
り
、
マ
ジ
ョ
ル
カ

島
で
フ
ラ
メ
ン
コ
を

見
た
深
夜
に
酔
っ
払

い
の
三
人
を
乗
せ
て

く
れ
る
車
は
な
く
歩

い
て
帰
っ
た
り
、
愉

快
な
思
い
出
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

初
め
て
の
ス
タ
ッ
フ
出
張
で
君

は
伊
勢
慶
応
病
院
に
行
っ
た
、

尋
ね
て
み
る
と
当
時
小
学
生
の

ご
長
男
が
学
校
で
ミ
カ
ン
を
お

み
か
ん
と
言
っ
て
か
ら
か
わ
れ

る
と
目
を
細
め
て
楽
し
そ
う
に

話
し
て
い
た
。
や
が
て
東
京
に

戻
り
信
濃
町
の
隣
の
東
電
病
院

で
職
種
を
越
え
た
多
く
の
仲
間

か
ら
慕
わ
れ
る
日
々
を
送
り
、

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
の

東
日
本
大
震
災
を
東
京
電
力
福

島
第
二
原
子
力
発
電
所
の
診
療

所
で
迎
え
た
。
事
故
の
惨
状
を

言
葉
少
な
く
語
っ
た
君
が
、
興

味
本
位
で
訪
れ
立
ち
去
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
医
師
に
怒
っ
て
い

た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
一

本
気
で
あ
り
な
が
ら
は
に
か
み

屋
の
君
の
一
面
を
思
い
起
こ
さ

せ
る
。
五
月
の
ク
ラ
ス
会
を
欠

席
し
た
君
に
電
話
し
て
元
気
な

声
を
耳
に
し
た
一
か
月
後
に
あ

ま
り
に
早
い
別
れ
が
訪
れ
た
。

弱
者
に
優
し
く
、
面
倒
見
が
よ

く
、
皆
に
愛
さ
れ
、
酒
を
こ
よ

な
く
好
ん
だ
君
は
、
足
早
に

去
っ
て
い
っ
た
仲
間
と
こ
の
駄

文
を
肴
に
天
上
で
酒
を
酌
み
交

わ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
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回
生
回
生

9595

稲
城
市
立
病
院

角
田　

潤
哉

（
95
回
）

国
立
病
院
機
構
埼
玉
病
院

浅
野　

竜
太

（
80
回
相
当
）

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
野
球
部

　

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
、
95
回
生
の
角

田
潤
哉
と
申
し
ま
す
。
現
在
、

稲
城
市
立
病
院
で
諸
先
輩
方
の

御
指
導
の
も
と
研
鑽
を
積
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
将

来
の
外
科
医
療
を
支
え
ら
れ
る

よ
う
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
御
指
導
御
鞭
撻
の
程
宜

し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
よ
り
刀
林
会
に

入
会
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
女
子
医
大
東
医
療
セ

ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

今
年
４
月
か
ら
国
立
埼
玉
病

院
心
臓
血
管
外
科
に
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。

　

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

出
身
高
校
：
慶
應
義
塾
高
等
学
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

新
入
室
者
紹
介

外
科
学
教
室

新
入
室
者
紹
介

外
科
学
教
室

足
利
赤
十
字
病
院

原　

良
輔

（
95
回
相
当
）

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
ス
キ
ー
、
水
球

　

こ
の
度
、
外
科
学
教
室
に
入

室
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、

原
良
輔
と
申
し
ま
す
。
現
在
は

足
利
赤
十
字
病
院
で
後
期
研
修

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

精
一
杯
努
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

出
身
高
校
：
城
北
学
園
高
校

出
身
大
学
：
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

永
寿
総
合
病
院

船
石　

耕
士

（
95
回
）

公
立
福
生
病
院

大
杉　

頌
子

（
95
回
相
当
）

練
馬
総
合
病
院

西
村　

英
理
香

（
95
回
相
当
）

那
須
赤
十
字
病
院

大
坪　

恭
子

（
95
回
）

　

こ
の
度
、
外
科
学
教
室
に
入

室
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
、
95
回

生
の
船
石
耕
士
で
す
。
研
修
1

年
目
を
足
利
赤
十
字
病
院
、
研

修
2
年
目
を
慶
應
義
塾
大
学
病

院
に
て
行
い
、
現
在
永
寿
総
合

病
院
に
て
後
期
研
修
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

研
修
医
か
ら
専
修
医
に
な
り

戸
惑
う
こ
と
・
出
来
な
い
こ
と

も
多
い
で
す
が
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
御
指
導
御
鞭
撻
の
ほ

ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
度
慶
應
義
塾
大
学
外
科

学
教
室
に
入
室
い
た
し
ま
し
た

大
杉
頌
子
と
申
し
ま
す
。
国
立

病
院
機
構
埼
玉
病
院
で
初
期
研

修
終
了
後
、
現
在
は
公
立
福
生

病
院
で
外
科
医
と
し
て
の
研
鑽

を
積
み
、
非
常
に
充
実
し
た
毎

日
で
す
。

　

至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
り
ま
す

が
、
日
々
精
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

　

こ
の
度
、
慶
応
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
、
西
村
英
理
香

と
申
し
ま
す
。
現
在
、
練
馬
総

合
病
院
で
後
期
研
修
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
諸
先
輩
方

か
ら
熱
心
に
ご
指
導
を
賜
り
、

日
々
充
実
し
た
外
科
研
修
を
積

む
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

　

こ
の
度
入
室
さ
せ
て
頂
い
た

大
坪
恭
子
と
申
し
ま
す
。
手
術

が
好
き
で
、
手
術
に
携
わ
り
続

け
た
い
と
思
い
外
科
医
を
志
し

ま
し
た
。
ま
ず
は
日
々
の
仕
事

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
今

後
共
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

出
身
高
校
：
私
立
武
蔵
高
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
サ
ッ
カ
ー
部
、

　
　
　
　

  

ス
ポ
ー
ツ
観
戦

出
身
高
校
：
晃
華
学
園

出
身
大
学
：
東
京
女
子
医
科
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
弓
道
部
、
茶
道
、
料
理

出
身
高
校
：
筑
波
大
学
附
属
高
等
学
校

出
身
大
学
：
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
空
手

出
身
高
校
：
盛
岡
第
一
高
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
剣
道

済
生
会
横
浜
市
東
部
病
院

三
木　

隆
久

（
83
回
相
当
）

で
初
期
研
修
を
行
い
、
国
立
病

院
機
構
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
外

科
で
後
期
研
修
後
、
心
臓
血
管

外
科
で
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
3
年

働
き
ま
し
た
。
そ
の
後
に
千
葉

北
総
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

に
戻
り
、
外
傷
治
療
の
中
で
も

特
に
胸
部
心
大
血
管
外
傷
を
専

門
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
平
成

30
年
4
月
か
ら
済
生
会
横
浜
市

東
部
病
院
心
臓
血
管
外
科
で
働

い
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
者
で
す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
刀
林
会
に
入
会

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
印

旛
沼
の
ほ
と
り
に
あ
る
千
葉
北

総
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
等

浜
松
赤
十
字
病
院

鈴
木　

嵩
弘

（
95
回
）

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
端
艇
部

　

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
、
95
回
生
の
鈴

木
嵩
弘
と
申
し
ま
す
。
現
在
、

浜
松
赤
十
字
病
院
で
修
練
を
開

始
し
、
教
室
の
諸
先
輩
方
か
ら

日
々
温
か
い
ご
指
導
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。
精
一
杯
精
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

出
身
高
校
：
慶
應
義
塾
高
等
学
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

日
本
鋼
管
病
院山

口　

諒

（
95
回
相
当
） 　

本
年
度
外
科
学
教
室
に
入
室

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
山

口
諒
と
申
し
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
鋼
管
病
院
で
外

科
修
練
を
開
始
し
、
様
々
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
い
て
お

り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
べ
き

こ
と
が
多
く
、
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
日
々
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
指
導
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

出
身
高
校
：
本
郷
高
校

出
身
大
学
：
長
崎
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
テ
ニ
ス
部

静
岡
赤
十
字
病
院

中
村　

公
彦

（
95
回
） 　

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
外

科
学
教
室
に
入
室
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
中
村
公
彦
と
申
し
ま

す
。
足
利
赤
十
字
病
院
で
初
期

臨
床
研
修
医
を
修
了
し
、
静
岡

赤
十
字
病
院
で
後
期
研
修
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。執
刀
件
数
も
比
較
的
多
く
、

日
々
充
実
し
た
外
科
研
修
を
積

ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点
は
あ

る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
日
々
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

出
身
高
校
：
慶
應
義
塾
志
木
高
等
学
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
ラ
グ
ビ
ー
部
、

ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
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佐
野
厚
生
総
合
病
院

原
田　

大
暉

（
95
回
）

科
学
教
室
に
入
室
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
95
回
生
原
田
大
暉

と
申
し
ま
す
。

　

済
生
会
宇
都
宮
病
院
で
の
2

年
間
の
初
期
研
修
を
経
て
、
現

在
は
佐
野
厚
生
総
合
病
院
に
て

研
鑽
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
伝
統
あ
る
外
科
学

教
室
の
一
員
に
な
れ
た
こ
と
を

誇
り
に
、
常
に
患
者
さ
ん
に
寄

り
添
い
、
笑
顔
に
で
き
る
医
療

を
提
供
し
、
教
室
を
引
っ
張
っ

て
い
く
た
め
日
々
精
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
と
も
何
卒
熱
い
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

出
身
高
校
：
駒
場
東
邦
高
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
水
泳
部

　

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
外

太
田
記
念
病
院

松
尾　

健
太
郎

（
95
回
相
当
） 　

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
95
回
生

相
当
の
松
尾
健
太
郎
と
申
し
ま

す
。

　

太
田
記
念
病
院
で
外
科
医
と

し
て
の
1
年
目
を
ス
タ
ー
ト

し
、
温
か
い
ご
指
導
を
賜
り
な

が
ら
、
日
々
修
練
を
積
ん
で
お

り
ま
す
。
至
ら
ぬ
点
が
多
い
か

と
存
じ
ま
す
が
、
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

出
身
高
校
：
三
田
学
園
高
等
学
校

出
身
大
学
：
近
畿
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
テ
ニ
ス
部

多
摩
丘
陵
病
院

宇
田
川　

大
輔

（
95
回
） 　

こ
の
度
、
外
科
学
教
室
に
入

室
さ
せ
て
頂
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
中
学
か
ら
慶

應
に
お
世
話
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
慶
應
外
科
学
教
室
は
私
の

1
番
の
憧
れ
で
し
た
。

　

初
期
研
修
2
年
は
日
本
赤
十

字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
で
過
ご

し
、
今
年
度
か
ら
多
摩
丘
陵
病

院
の
外
科
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し
て

日
々
外
科
漬
け
の
毎
日
を
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。
外
科
の
先
生

方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
日
々
全

力
で
頑
張
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

出
身
高
校
：
慶
應
義
塾
高
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
サ
ッ
カ
ー
部

国
際
親
善
総
合
病
院

小
木
曽　

匡

（
95
回
相
当
） 　

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
、
95
回
生
相
当

の
小
木
曽
匡
と
申
し
ま
す
。

　

現
在
は
国
際
親
善
総
合
病
院

で
外
科
医
と
し
て
の
人
生
を
開

始
し
、
諸
先
輩
方
か
ら
温
か
い

御
指
導
を
賜
り
、
日
々
修
練
を

積
ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

至
ら
ぬ
点
も
多
い
か
と
存
じ

ま
す
が
、
今
後
と
も
御
指
導
・

御
鞭
撻
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

出
身
高
校
：
県
立
横
須
賀
高
等
学
校

出
身
大
学
：
杏
林
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
サ
ッ
カ
ー
部

荻
窪
病
院

﨑
本　

優
里

（
95
回
相
当
） 　

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
外

科
学
教
室
に
入
室
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
、
﨑
本
優
里
と
申

し
ま
す
。
現
在
は
、
荻
窪
病
院

で
外
科
医
と
し
て
の
第
一
歩
を

踏
み
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
温
か
い
ご
指
導
を
い
た
だ

き
な
が
ら
研
鑽
を
積
ま
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　

常
に
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い

な
が
ら
日
々
精
進
し
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

出
身
高
校
：
福
岡
県
立
筑
紫
丘
高
等
学
校

出
身
大
学
： 

佐
賀
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

国
立
病
院
機
構
埼
玉
病
院

辻　

貴
之

（
95
回
）

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
サ
ッ
カ
ー

　

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
、
95
回
生
の
辻

貴
之
と
申
し
ま
す
。
済
生
会
宇

都
宮
病
院
に
て
初
期
研
修
修
了

後
、
現
在
国
立
病
院
機
構
埼
玉

病
院
に
て
後
期
研
修
を
行
っ
て

お
り
、
非
常
に
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

出
身
高
校
：
慶
應
義
塾
高
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

東
京
歯
科
大
学

市
川
総
合
病
院

久
岡　

和
彦

（
95
回
相
当
）

日
野
市
立
病
院上

村　

翔

（
95
回
）

湘
南
東
部
総
合
病
院

石
川　

結
美
子

（
95
回
相
当
）

出
身
大
学
：
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス

　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
外
科

学
教
室
に
入
室
さ
せ
て
頂
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
は
東

京
歯
科
大
学
市
川
総
合
病
院
に

て
研
鑽
を
積
ん
で
お
り
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
先
生
方
の
も
と
、

外
科
医
と
し
て
の
道
を
歩
み
始

め
る
事
が
で
き
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
硬
式
庭
球
部

　

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
上
村
翔
と
申
し

ま
す
。
慶
應
義
塾
高
校
よ
り
同

医
学
部
に
進
学
し
、
硬
式
庭
球

部
に
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
日
野
市
立
病
院
に
て

日
々
手
術
漬
け
の
充
実
し
た
毎

日
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
柔
道
部

　

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
石
川
結

美
子
と
申
し
ま
す
。
初
期
研
修

１
年
目
で
お
世
話
に
な
っ
た
湘

南
東
部
総
合
病
院
で
、
外
科
医

と
し
て
の
１
年
目
も
研
修
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
諸
先
輩

方
よ
り
ご
指
導
を
賜
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

出
身
高
校
：
慶
應
義
塾

　
　
　
　
　

湘
南
藤
沢
高
等
部

出
身
高
校
：
慶
應
義
塾
高
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

出
身
高
校
：
岡
山
白
陵
高
等
学
校

出
身
大
学
：
山
口
大
学

済
生
会
中
央
病
院

北　

英
典

（
95
回
相
当
） 　

こ
の
度
、
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
外
科
学
教
室
に
入
室
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
北
英
典

と
申
し
ま
す
。

　

国
立
病
院
機
構
東
京
医
療
セ

ン
タ
ー
で
2
年
間
の
研
修
を
経

て
、
現
在
東
京
都
済
生
会
中
央

病
院
で
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
の

も
と
研
鑽
を
積
ん
で
お
り
ま

す
。

　

至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
御
指

導
、
御
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

出
身
高
校
：
暁
星
高
校

出
身
大
学
：
日
本
医
科
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
硬
式
テ
ニ
ス

川
崎
市
立
川
崎
病
院

前
田　

智
早

（
95
回
） 　

こ
の
度
、
慶
應
外
科
学
教
室

に
入
室
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
95

回
生
の
前
田
智
早
と
申
し
ま

す
。
初
期
研
修
を
厚
生
連
茨
城

西
南
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
で
修

了
し
、
現
在
は
川
崎
市
立
川
崎

病
院
で
外
科
専
修
医
1
年
目
と

し
て
研
鑽
を
積
ん
で
お
り
ま

す
。

　

素
晴
ら
し
い
諸
先
輩
方
の
ご

指
導
の
も
と
外
科
修
練
を
積
め

る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
日
々

精
進
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

出
身
高
校
：
東
京
学
芸
大
学
附
属
高
校

出
身
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学

ク
ラ
ブ
・
趣
味
：
サ
ッ
カ
ー
部
、
管
弦
楽
団

刀
林
会
入
会

刀
林
会
入
会

日
本
鋼
管
病
院

黒
田　

純
子

（
75
回
相
当
）

純
子
と
申
し
ま
す
。

　

本
年
４
月
よ
り
、
日
本
鋼
管

病
院
外
科
に
勤
務
し
て
お
り
ま

す
。
癌
研
病
院
（
大
塚
）、
癌

研
有
明
病
院
、
国
際
医
療
福
祉

大
学
三
田
病
院
な
ど
で
主
に
上

部
消
化
管
、
癌
診
療
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
日
々
進
化
す
る

医
療
の
中
で
、
外
科
医
本
来
の

手
術
技
量
の
向
上
は
も
と
よ

り
、
患
者
様
個
々
に
合
わ
せ
た

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
医
療
が
で
き

る
よ
う
に
、
今
後
も
研
鑽
を
積

み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
刀
林
会
に
入
会
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
黒
田
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刀林会事務局よりお知らせ
メールアドレスの登録をお願いいたします。
変更になった場合もお知らせください。

tourin-h@keio.jp（お名前、回生をお願いします）

刀林会　会員管理システム
導入のお知らせ

この度、刀林会では、会員管理システムを導入し、会員の皆様に
ご自身の登録情報をご確認いただけるようになりました。

ご活用ください。
ログインするには、ご自身のメールアドレスの刀林会での

登録が必要となります。
未登録の場合は刀林会までご連絡をお願いいたします。

tourin-h@keio.jp

慶
應
病
院	

外
来	

外
科
担
当
表

初
診
外
来
（
午
前
）

　

一
般
・
消
化
器
外
科

月（
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
）◎
北
川
雄
光

　
　
　
　

北
郷　

実

火　
　
　

篠
田
昌
宏

水　
　
　

和
田
則
仁

　

（
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
）
　
　
林
田　

哲

木　
　
　

尾
原
秀
明

金　
　
　

岡
林
剛
史

土　
　
　

川
久
保
博
文

　

小
児
外
科

月　
　

◎
黒
田
達
夫

火　
　

◎
黒
田
達
夫

水　
　
　

藤
村　

匠

木　
　
　

藤
村　

匠

金　
　
　

藤
村　

匠

土　
　
　

狩
野
元
宏

 

第
4 

下
島
直
樹

 

各
月
変
更　
藤
野
明
浩

　

心
臓
血
管
外
科

月　
　

○
伊
藤　

努

火　
　
　

山
﨑
真
敬

水　
　
　

木
村
成
卓

木　
　

◎
志
水
秀
行

　
　
　
　

川
合
雄
二
郎

金　
　
　

高
橋
辰
郎

土　
　
　

稲
葉　

佑

　

呼
吸
器
外
科

月 

朝 

○
朝
倉
啓
介

火　
　

◎
淺
村
尚
生

　
　
　
　

政
井
恭
兵

水　
　
　

加
勢
田
馨

木　
　
　

菱
田
智
之

金　
　

◎
淺
村
尚
生

土 

交
代
制

　

脳
神
経
外
科

月　
　
　

大
平
貴
之

火　
　
　

佐
々
木
光

　
　
（
第
１・３・５
）  

三
輪　

点

　

  （
第
２・４
）　　

高
橋
里
史

水　
　

○
戸
田
正
博

木　
　

◎
吉
田
一
成

金
（
第
１・３・５
）  

秋
山
武
紀

　
　
　
　

堀
口　

崇

土　
　
　

秋
山
武
紀

　
　
　
　

高
橋
里
史

◎
印 

診
療
部
長　

  

○
印 

診
療
副
部
長

特
殊
外
来
（
午
前
）

月 

食
道
・
胃　
川
久
保
博
文

　

血
管　
　

松
原
健
太
郎

　

肝
胆
膵　

北
郷　

実

火 

肝
胆
膵
・
移
植　

篠
田
昌
宏

　
　
　
　

阿
部
雄
太

　

血
管　
　

尾
原
秀
明

　

腸　
　
　

岡
林
剛
史

水 
乳
腺 　
　

高
橋
麻
衣
子

　
　
　
　

関　

朋
子

　

肝
胆
膵
・
移
植　
八
木　

洋

　

呼
吸
器　

渡
辺
真
純

木 

血
管　
　

尾
原
秀
明

　
　
　
　

松
原
健
太
郎

　

乳
腺　
　

林
田　

哲

　
　
　
　

関　

朋
子

金
腸　
　
　

岡
林
剛
史

　
　
　
　

鶴
田
雅
士

　

肝
胆
膵
・
移
植　

篠
田
昌
宏

　

脳
神
経
（
小
児 

第
2
・
4
）　

　
　
　
　

三
輪　

点

土
食
道
・
胃  

川
久
保
博
文

　

乳
腺 　
　

林
田　

哲

　
　
　
　

特
殊
外
来
（
午
後
） 

月 

肝
胆
膵
・
移
植　

北
郷　

実

　

食
道
・
胃  

川
久
保
博
文

　
　
　
　

真
柳
修
平

　

ヘ
ル
ニ
ア 

和
田
則
仁

　

呼
吸
器　

朝
倉
啓
介

　

機
能
疾
患
パ
ー
キ
ソ
ン
病
（
月
１
回
）

　
　
　
　

大
平
貴
之

火 

肝
胆
膵
・
移
植　

篠
田
昌
宏

　
　
　
　

阿
部
雄
太

　
　
　
　

大
島　

剛

　

食
道
・
胃  

和
田
則
仁

　
　
　
　

中
村
理
恵
子

　

呼
吸
器（
漏
斗
胸
）
政
井
恭
兵

　

小
児
外
科
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
外
来

　
　
　
　

狩
野
元
宏

水 

乳
腺 　
　

林
田　

哲

　
　
　
　

高
橋
麻
衣
子

　
　
　
　

関　

朋
子

　

呼
吸
器（
気
胸
）
加
勢
田
馨

　

免
疫
療
法（
第
３
）

　
　
　
　

戸
田
正
博

　

脳
腫
瘍
補
助
療
法
Ⅱ 

　

　
　
　
　

佐
々
木
光

　

小
児
移
植 

（
第
２・４
）

　
　
　
　

星
野　

健

木 

乳
腺 　
　

高
橋
麻
衣
子

　

肝
胆
膵
・
移
植　

堀
周
太
郎

　

血
管 　
　

尾
原
秀
明

　
　
　
　

松
原
健
太
郎

　

呼
吸
器　
　

菱
田
智
之

　

脳
・
定
位
放
射
線
（
第
１
）

　
　
　
　

小
林
正
人

金
腸　
　
　

鶴
田
雅
士

　
　
　
　

岡
林
剛
史

　
　
　
　

石
田　

隆

　
　
　
　

茂
田
浩
平

　

機
能
疾
患
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病（
月
１
回
） 

　
　
　
　

大
平
貴
之

　

脳
血
管
障
害 

堀
口　

崇

　

脳
神
経
（
第
１
・３
・５
）

　
　
　
　

秋
山
武
紀

土
呼
吸
器　

交
代
制

編
集
委
員

編
集
後
記

●
樋
口　

公
明
君
（
28
回
）

　
　

 　

平
成
30
年
4
月
18
日

●
前
田　

芳
造
君
（
40
回
）

　
　

 　

平
成
30
年
5
月
10
日

●
加
藤　

曄
君
（
24
回
）

　
　

 　

平
成
30
年
8
月
29
日

●
内
匠　

昭
君
（
33
回
）

　
　

 　

平
成
30
年
11
月
25
日

●
村
上　

秀
樹
君
（
59
回
）

　
　

 　

平
成
30
年
12
月
3
日

●
宮
崎　

道
夫
君
（
40
回
）

　
　

 　

平
成
30
年
12
月
8
日

委
員
長　

川
村　

雅
文

副
委
員
長　

石
井　

良
幸

　

顧
問　

佐
藤　

周
三

　

顧
問　

磯
部　

陽

　

顧
問　

小
澤　

壯
治

　
　
　
　

古
梶　

清
和

　
　
　
　

儀
賀　

理
暁

　
　
　
　

斉
藤　

淳
一

　
　
　
　

藤
野　

明
浩

　
　
　
　

大
塚　

崇

　
　
　
　

下
島　

直
樹

　
　
　
　

落
合　

大
樹

　
　
　
　

鶴
田　

雅
士

　
　
　
　

木
村　

成
卓

　
　
　
　

中
村
理
恵
子

　
　
　
　

松
本　

暁
子

刀林会総会のお知らせ

開業についてのお知らせ
開業の際は、同窓会へご連絡をお願いいたします。

記念に刀林会より盾を進呈いたします。
よろしくお願いします。

<刀林会　事務局>
〒160-8582　新宿区信濃町３５
慶応義塾大学医学部外科同窓会事務局

TEL：03-5363-3800	
FAX：03-3359-9130
tourin-h@keio.jp

講演：厚生労働省　健康局長　宇都宮　啓先生

<日時>
　2019年 6月22日（土）　16時半から

＜場所＞
　　ホテルオークラ東京　
　　別館地下2階　アスコットルーム

　

ち
ま
た
は
『
二
刀
流
』
が
大

流
行
で
あ
る
。
立
役
者
の
大
谷

選
手
だ
が
、
彼
の
こ
の
活
躍
を

予
想
で
き
た
人
は
い
っ
た
い
ど

れ
く
ら
い
い
た
だ
ろ
う
か
？
彼

は
ま
さ
に
常
識
を
超
え
た
ス
ー

パ
ー
マ
ン
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

と
こ
ろ
で
、
消
化
器
外
科
の
世

界
で
は
、
今
や
開
腹
手
術
と

腹
腔
鏡
手
術
の
二
刀
流
が
当
た

り
前
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
が
本

格
的
に
始
ま
り
、
つ
い
に
三
刀

流
時
代
の
到
来
で
あ
る
。
私
も

外
科
医
に
な
っ
て
も
う
す
ぐ
20

年
に
な
る
が
、
初
め
て
メ
ス
を

持
っ
て
自
分
で
手
術
を
さ
せ
て

も
ら
っ
た
時
の
あ
の
緊
張
感
と

感
動
は
い
ま
だ
に
昨
日
の
こ
と

の
よ
う
に
覚
え
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
始
め
る
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
は

ど
ん
な
感
じ
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
？
は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
ら

れ
な
い
自
分
は
生
ま
れ
変
わ
っ

て
も
や
っ
ぱ
り
外
科
医
を
選
ん

で
い
る
と
思
う
。
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